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第
六
章

大
宰
問
於
子
貢
曰
、
夫
子
聖
者
與
。
何
其
多
能
也
。
子
貢
曰
、
固
天
縱
之
將
聖
、

又
多
能
也
。
子
聞
之
、
曰
、
大
宰
知
我
乎
。
吾
少
也
賤
、
故
多
能
鄙
事
。
君
子
多

乎
哉
。
不
多
也
。
牢
曰
、
子
云
、
吾
不
試
、
故
藝
。

（「
大
宰
」
は
、
呉
国
の
大
夫
嚭
の
こ
と
で
あ
る
。「
天
縱
」
は
、「
天
の
許
し
た
」

の
意
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、
天
が
孔
子
に
対
し
て
は
、
そ
の
行
う
こ

と
と
知
る
こ
と
に
限
度
を
設
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
將
聖
」
は
、「
聖

人
に
近
い
」
の
意
だ
が
、「
聖
人
だ
」
と
断
言
す
る
こ
と
を
避
け
た
謙
虚
な
言
い

方
で
あ
る
。「
多
能
」
は
、「
釣
」（
魚
を
釣
る
）、「
弋
」（
鳥
を
射
る
）
な
ど
の
技

能
か
ら
礼
楽
な
ど
の
芸
能
ま
で
の
多
く
の
「
技
芸
」
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、「
鄙
事
」
と
し
て
の
「
多
能
」
は
、「
釣
」、「
弋
」
な
ど
の
よ
う
な
つ
ま

ら
な
い
技
能
の
こ
と
で
あ
る
。「
牢
」
は
、
孔
子
弟
子
の
子
牢
の
こ
と
で
あ
る
。）

大
宰
が
子
貢
に
尋
ね
た
。「
孔
子
は
聖
人
で
し
ょ
う
か
。
な
ん
と
多
能
で
す
ね
。」

子
貢
は
答
え
た
。「
も
と
も
と
天
の
許
し
た
聖
人
に
近
い
の
で
す
し
、
し
か
も
多

能
で
す
。」
孔
子
は
そ
の
話
を
聞
い
て
言
わ
れ
た
。「
大
宰
は
私
の
こ
と
を
知
る
人

だ
ろ
う
。
私
は
、
年
少
の
頃
は
貧
賤
だ
っ
た
、
だ
か
ら
多
く
の
鄙
事
が
で
き
る
の

だ
。
君
子
は
多
能
だ
ろ
う
か
。
多
能
で
は
な
い
の
だ
。」
子
牢
が
言
っ
た
。「
孔
子

は
「
私
は
世
間
に
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
が
た
め
に
、
そ
こ
で
多
く
の
技
芸
を
身
に

付
け
た
の
だ
。」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。」

集
注

　

大
、
音
泰
。
與
、
平
聲
。
〇
孔
氏
曰
、
大
宰
、
官
名
。
或
吳
或
宋
、
未
可
知
也
。
與
者
、

疑
辭
。
大
宰
蓋
以
多
能
為
聖
也
。

　

縱
、
猶
肆
也
、
言
不
為
限
量
也
。
將
、
殆
也
、
謙
若
不
敢
知
之
辭
。
聖
無
不
通
、
多

能
乃
其
餘
事
、
故
言
又
以
兼
之
。

　

言
由
少
賤
故
多
能
、
而
所
能
者
鄙
事
爾
、
非
以
聖
而
無
不
通
也
。
且
多
能
非
所
以
率
人
、

故
又
言
君
子
不
必
多
能
以
曉
之
。

　

牢
、
孔
子
弟
子
、
姓
琴
、
字
子
開
、
一
字
子
張
。
試
、
用
也
。
言
由
不
為
世
用
、
故

得
以
習
於
藝
而
通
之
。
〇
吳
氏
曰
「
弟
子
記
夫
子
此
言
之
時
、
子
牢
因
言
昔
之
所
聞
有

如
此
者
。
其
意
相
近
、
故
并
記
之
。」

訳
　
「
大
」
は
、「
泰
」
と
発
音
す
る
。「
與
」
は
、
平
声
（
こ
こ
で
は
、
第
二
声
、
疑
問
の

「
か
」
の
意
）
で
あ
る
。
〇
孔
氏
（
孔
安
国
、
字
は
子
国
、
孔
子
の
後
裔
、
前
漢
の
学

者（
１
））

が
言
っ
た
。「
大
宰
は
、
官
名
な
り
。
或
ひ
は
呉
な
る
か
、
或
ひ
は
宋
な
る
か
、
未
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だ
知
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。」（
つ
ま
り
、「
大
宰
」
は
、
大
夫
の
官
職
の
名
称
で
あ
る
。

呉
国
で
あ
る
か
、
宋
国
で
あ
る
か
は
、
不
明
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。『
論
語
注
疏
』
の

邢
昺
疏
に
よ
れ
ば
、
当
時
た
だ
呉
、
宋
の
二
国
だ
け
が
上
大
夫
を
「
大
宰
」
と
称
し
て

い
た（

２
）。） 「

與
」
は
、
疑
問
の
言
葉
（
つ
ま
り
、
疑
問
の
「
か
」
の
意
）
で
あ
る
。「
大
宰

蓋
し
多
能
を
以
て
聖
と
為
す
な
り
。」（
つ
ま
り
、
吳
国
の
大
夫
嚭
は
そ
も
そ
も
、「
多
能
」

（
つ
ま
り
、「
釣
」（
魚
を
釣
る
）、「
弋
」（
鳥
を
射
る
）
な
ど
の
技
能
か
ら
礼
楽
な
ど
の

芸
能
ま
で
の
多
く
の
「
技
芸
」
が
で
き
る
こ
と（

３
））

を
「
聖
」
と
し
た
の
で
あ
る
、
と
い

う
こ
と
。『
論
語
鄭
氏
注
』
に
は
、「
大
宰
は
、
呉
の
大
夫
、
名
は
嚭
。」（「
大
宰
」
は
、

吳
国
の
大
夫
で
、
名
は
嚭
で
あ
る
。）
と
あ
り
、
鄭
玄
は
、
こ
の
「
大
宰
」
と
は
呉
国
の

大
夫
嚭
の
こ
と
だ
と
解
釈
し
て
い
る（

４
）。）

　
「
縦
は
、
猶
ほ
肆
に
す
る
の
ご
と
き
な
り
、
限
量
を
為
さ
ざ
る
を
言
ふ
な
り
。」（
つ
ま

り
、「
縦
」
は
、
こ
こ
で
は
、「
放
縦
」（
つ
ま
り
、
放
任
す
る
こ
と
、
束
縛
し
な
い
こ
と
）

の
意
味
で
あ
り
、
限
度
を
設
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。
即
ち
、
天

が
聖
人
に
対
し
て
は
、
放
任
し
て
そ
の
行
う
こ
と
と
知
る
こ
と
に
は
限
度
を
設
け
て
い

な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

５
）。）「
将
は
、
殆
な
り
、
謙
し
て
敢
へ
て
知
ら
ざ
る
の
若
く

す
る
の
辞
な
り
。」（
つ
ま
り
、「
将
」
は
、「
殆
」（
つ
ま
り
、「
庶
幾
」、
こ
こ
で
は
、「
近

い
」
の
意
）
で
あ
り
、
断
言
す
る
こ
と
を
避
け
る
よ
う
な
謙
虚
な
言
葉
使
い
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
。「
将
聖
」
と
は
、「
聖
人
に
近
い
」
の
意
で
あ
る
が
、
実
際
、「
孔
子
は
、

天
が
行
う
こ
と
と
知
る
こ
と
に
限
度
を
設
け
な
い
聖
人
だ
。」
と
い
う
こ
と
の
謙
虚
な
言

い
方
で
あ
る（

６
）。）「
聖
は
通
ぜ
ざ
る
こ
と
無
く
、
多
能
は
乃
ち
其
の
餘
事
、
故
に
「
又
た
」

と
言
ひ
て
以
て
之
を
兼
ぬ
。」（
つ
ま
り
、聖
人
は
事
物
に
対
し
て
通
じ
な
い
こ
と
は
な
く
、

「
多
能
」（
詳
し
く
は
、
本
章
の
注
（
3
））
は
そ
の
「
余
事
」
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
、「
ま

た
」
と
言
っ
て
「
多
能
」
を
兼
ね
た
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。
聖
人
は
「
徳
を
尚
び

て
芸
を
尚
ば
ず
」（
徳
を
尊
ん
で
芸
を
尊
ば
な
い
）
の
だ
か
ら
、「
余
事
」
と
は
、
こ
こ

で
は
、
つ
ま
り
、
徳
を
主
と
す
る
こ
と
を
兼
ね
て
様
々
な
「
技
芸
」
を
身
に
付
け
た
、

そ
の
「
技
芸
」
の
こ
と
で
あ
る
。
聖
人
は
当
然
「
多
能
」
で
あ
る
が
、
朱
子
は
、
当
時

の
た
だ
多
く
学
ん
で
「
多
能
」
に
な
っ
た
だ
け
の
人
の
こ
と
を
、た
だ
の
「
雜
骨
董
」（
つ

ま
り
、
雑
な
古
い
「
技
芸
」
を
身
に
付
け
た
人
）
と
批
評
し
た
の
で
あ
る（

７
）。）

　
「
言
ふ
こ
こ
ろ
は
少
し
て
賤
し
き
に
由
り
、
故
に
多
能
に
し
て
、
能
く
す
る
所
の
者
は

鄙
事
の
み
、
聖
を
以
て
し
て
通
ぜ
ざ
る
こ
と
無
き
に
非
ら
ざ
る
な
り
。」（
つ
ま
り
、
そ

の
語
の
意
味
は
こ
う
で
あ
る
。
少
年
の
頃
は
貧
賤
だ
っ
た
が
た
め
に
、
そ
こ
で
「
多
能
」

（
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、「
釣
」（
魚
を
釣
る
）、「
弋
」（
鳥
を
射
る
）
な
ど
の
よ
う
な
技

能
を
身
に
付
け
た
こ
と
）
で
あ
り
、
身
に
付
け
た
も
の
は
つ
ま
ら
な
い
技
能
ば
か
り
で

あ
り
、
聖
人
だ
か
ら
と
言
っ
て
そ
れ
ら
の
こ
と
に
通
じ
な
い
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
。
聖
人
は
、「
多
材
多
芸
」
で
あ
り
、
そ
の
「
材
芸
」
の
行
い

方
は
ま
た
す
べ
て
、
他
の
人
々
の
や
り
方
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
子
、

釣
し
て
網
せ
ず
、
弋
し
て
宿
を
射
ず
。」（
孔
子
は
、
一
本
の
釣
り
竿
で
魚
を
釣
る
こ
と

は
さ
れ
る
の
だ
が
、
目
の
細
か
い
大
き
な
網
を
、
川
に
横
切
る
形
で
川
に
入
れ
て
魚
を

取
る
こ
と
は
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
生
糸
を
矢
に
繋
い
で
鳥
を
絡
め
る
よ
う
に
射
る

こ
と
は
さ
れ
る
の
だ
が
、
夜
に
巣
に
寝
っ
て
い
る
鳥
を
射
る
こ
と
は
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
詳
し
く
は
本
章
の
注
（
3
））
が
一
例
で
あ
る（

８
）。）「

且
つ
多
能
は
以
て
人
を
率
ゆ
る

所
に
非
ず
、故
に
又
た
君
子
必
ず
し
も
多
能
な
ら
ざ
る
を
言
ひ
て
以
て
之
を
暁
す
。」（
つ

ま
り
、ま
た
「
多
能
」
だ
か
ら
と
言
っ
て
人
々
を
率
い
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
も
な
く
、

そ
れ
故
に
、
ま
た
君
子
は
必
ず
し
も
「
多
能
」
で
は
な
い
の
だ
と
言
っ
て
子
貢
を
諭
し
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た
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。
子
貢
の
い
う
「
固
よ
り
に
天
縦
の
将
聖
に
し
て
、
又
た

多
能
な
り
。」（
も
と
も
と
天
が
行
う
こ
と
と
知
る
こ
と
に
限
度
を
設
け
な
い
聖
人
に
近

い
の
で
す
し
、
し
か
も
多
能
で
す
。）
は
、
孔
子
の
「
本
分
」（「
理
」
に
従
っ
て
の
す
る

べ
き
こ
と
）
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
孔
子
が
「
君
子
多
な
ら
ん
や
。
多
な
ら
ざ
る

な
り
。」（
君
子
は
多
能
だ
ろ
う
か
。
多
能
で
は
な
い
の
だ
。）と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
は
、「
謙

辞
」（
つ
ま
り
謙
虚
な
言
葉
）
で
あ
る（

９
）。）

　
「
牢
」
は
、孔
子
の
弟
子
で
あ
り
、姓
は
琴
、字
は
子
開
、も
う
一
つ
の
字
は
子
張
。「
試

は
、
用
ひ
る
な
り
。」（
つ
ま
り
、「
試
」
は
、
用
い
る
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。
当

時
世
間
に
任
用
さ
れ
な
か
っ
た
が
た
め
に
、
多
く
の
「
技
芸
」
を
身
に
付
け
た
、
と
孔

子
が
自
述
さ
れ
た
の
で
あ
る（

（1
（

。）
そ
の
意
味
は
こ
う
で
あ
る
。
世
間
に
用
い
ら
れ
な
か
っ

た
が
た
め
に
、そ
こ
で
「
技
芸
」
を
習
っ
て
そ
れ
ら
に
通
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

〇
吳
氏
（
呉
棫
、
字
は
才
老
、
宋
代
の
学
者（

（1
（

）
が
言
っ
た
。「
孔
子
の
弟
子
が
、
孔
子
の

こ
の
語
を
記
録
し
た
時
に
、
子
牢
が
昔
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
と

言
っ
た
の
に
よ
り
、
こ
の
主
旨
が
相
近
か
っ
た
か
ら
、
そ
こ
で
こ
こ
に
合
わ
せ
て
こ
れ

を
も
記
録
し
た
の
で
あ
る
。」

注（
1
）�『
史
記
』
孔
子
世
家
「
孔
子
生
鯉
、
字
伯
魚
。
伯
魚
年
五
十
、
先
孔
子
死
。
伯
魚

生
伋
、
字
子
思
、
年
六
十
二
。
嘗
困
於
宋
。
子
思
作
中
庸
。
子
思
生
白
、
字
子
上
、

年
四
十
七
。
子
上
生
求
、
字
子
家
、
年
四
十
五
。
子
家
生
箕
、
字
子
京
、
年
四

十
六
。
子
京
生
穿
、
字
子
高
、
年
五
十
一
。
子
高
生
子
慎
、
年
五
十
七
、
嘗
為

魏
相
。
子
慎
生
鮒
、
年
五
十
七
、
為
陳
王
涉
博
士
、
死
於
陳
下
。
鮒
弟
子
襄
、

年
五
十
七
。
嘗
為
孝
惠
皇
帝
博
士
、遷
為
長
沙
太
守
。
長
九
尺
六
寸
。
子
襄
生
忠
、

年
五
十
七
。
忠
生
武
、
武
生
延
年
及
安
國
。
安
國
為
今
皇
帝
博
士
、
至
臨
淮
太
守
、

蚤
卒
。
安
國
生
卬
、
卬
生
驩
。」『
漢
書
』
志
・
藝
文
志
「
武
帝
末
、
魯
共
王
壞

孔
子
宅
、
欲
以
廣
其
宮
、
而
得
古
文
尚
書
及
禮
記
、
論
語
、
孝
經
凡
數
十
篇
、

皆
古
字
也
。
共
王
往
入
其
宅
、
聞
鼓
琴
瑟
鍾
磬
之
音
、
於
是
懼
、
乃
止
不
壞
。

孔
安
國
者
、
孔
子
後
也
、
悉
得
其
書
、
以
考
二
十
九
篇
、
得
多
十
六
篇
。
安
國

獻
之
。
遭
巫
蠱
事
、
未
列
于
學
官
。」『
漢
書
』
儒
林
傳
「
孔
氏
有
古
文
尚
書
、

孔
安
國
以
今
文
字
讀
之
、
因
以
起
其
家
逸
書
、
得
十
餘
篇
、
蓋
尚
書
茲
多
於
是
矣
。

遭
巫
蠱
、
未
立
於
學
官
。
安
國
為
諫
大
夫
、
授
都
尉
朝
、
而
司
馬
遷
亦
從
安
國

問
故
。」

（
2
）�『
論
語
集
解
』
子
罕
「
大
宰
問
於
子
貢
曰
、
夫
子
聖
者
與
。
何
其
多
能
也
。」
何

晏
注
「
孔
安
國
曰
、
大
宰
、
大
夫
官
名
也
。
或
呉
或
宋
、
未
可
分
也
。
疑
孔
子

多
能
於
小
藝
也
。」『
論
語
注
疏
』
子
罕
「
大
宰
問
於
子
貢
曰
、
夫
子
聖
者
與
。

何
其
多
能
也
。」
何
晏
注
「
孔
曰
、
大
宰
、
大
夫
官
名
、
或
吳
或
宋
、
未
可
分
也
。

疑
孔
子
多
能
於
小
藝
。」
邢
昺
疏
「
正
義
曰
、
云
「
大
宰
、
大
夫
官
名
」
者
、
案

周
禮
、
大
宰
六
卿
之
長
、
卿
即
上
大
夫
也
、
故
云
大
夫
官
名
也
。
云
「
或
吳
或
宋
、

未
可
分
也
」
者
、
以
當
時
惟
吳
、
宋
二
國
上
大
夫
稱
大
宰
、
諸
國
雖
有
大
宰
、

非
上
大
夫
、
故
云
「
或
吳
或
宋
、
未
可
分
也
」。
鄭
云
「
是
吳
大
宰
嚭
也
」。
以

左
傳
哀
十
二
年
、「
公
會
吳
于
橐
皐
、
吳
子
使
大
宰
嚭
請
尋
盟
。
公
不
欲
、
使
子

貢
對
」、
又
子
貢
嘗
適
吳
、
故
鄭
以
為
是
吳
大
宰
嚭
也
。」

（
3
）�『
史
記
』
孔
子
世
家
「
孔
子
貧
且
賤
。
及
長
、
嘗
為
季
氏
史
、
料
量
平
。
嘗
為
司

職
吏
而
畜
蕃
息
。
由
是
為
司
空
。」『
論
語
注
疏
』
子
罕
「
吾
少
也
賤
、
故
多
能
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鄙
事
。」
何
晏
注
「
包
曰
、
我
少
小
貧
賤
、
常
自
執
事
、
故
多
能
為
鄙
人
之
事
。」

『
論
語
集
注
』
述
而
「
子
釣
而
不
綱
、
弋
不
射
宿
。」
朱
子
注
「
綱
、
以
大
繩
屬
網
、

絕
流
而
漁
者
也
。
弋
、
以
生
絲
繫
矢
而
射
也
。
宿
、
宿
鳥
。
洪
氏
曰
「
孔
子
少

貧
賤
、
為
養
與
祭
、
或
不
得
已
而
釣
弋
、
如
獵
較
是
也
。
然
盡
物
取
之
、
出
其

不
意
、
亦
不
為
也
。
此
可
見
仁
人
之
本
心
矣
。
待
物
如
此
、
待
人
可
知
。
小
者

如
此
、
大
者
可
知
。」」『
朱
子
語
類
』
論
語
十
八
・
子
罕
篇
上
・
大
宰
問
於
子
貢

章
「
問
「
吾
不
試
、
故
藝
」。
曰
「
想
見
聖
人
事
事
會
、
但
不
見
用
、
所
以
人
只

見
它
小
小
技
藝
。
若
使
其
得
用
、
便
做
出
大
功
業
來
、
不
復
有
小
小
技
藝
之
可

見
矣
。」
問
「
此
亦
是
聖
人
賢
於
堯
舜
處
否
。」
曰
「
也
不
須
如
此
說
。
聖
人
賢

於
堯
舜
處
、
却
在
於
收
拾
累
代
聖
人
之
典
章
、
禮
樂
、
制
度
、
義
理
、
以
垂
於
世
、

不
在
此
等
小
小
處
。
此
等
處
、
非
所
以
論
聖
人
之
優
劣
也
。
橫
渠
便
是
如
此
說
、

以
為
孔
子
窮
而
在
下
、
故
做
得
許
多
事
。
如
舜
三
十
便
徵
庸
了
、
想
見
舜
於
小
事
、

也
煞
有
不
會
處
。
雖
是
如
此
、
也
如
此
說
不
得
。
舜
少
年
耕
稼
陶
漁
、
也
事
事

去
做
來
、
所
以
人
無
緣
及
得
聖
人
。
聖
人
事
事
從
手
頭
更
歷
過
來
、
所
以
都
曉
得
、

而
今
人
事
事
都
不
會
。
最
急
者
是
禮
樂
、
樂
固
不
識
了
、
只
是
日
用
常
行
吉
凶

之
禮
、
也
都
不
曾
講
得
。」」『
朱
子
語
類
』
論
語
十
六
・
述
而
篇
・
我
非
生
而
知

之
者
章
「
問
「「
我
非
生
而
知
之
者
、
好
古
敏
以
求
之
者
。」
聖
人
之
敏
求
、
固

止
於
禮
樂
名
數
。
然
其
義
理
之
精
熟
、亦
敏
求
之
乎
。」
曰
「
不
然
。
聖
人
於
義
理
、

合
下
便
恁
地
。「
固
天
縱
之
將
聖
、
又
多
能
也
。」
敏
求
、
則
多
能
之
事
耳
。
其

義
理
完
具
、
禮
樂
等
事
、
便
不
學
、
也
自
有
一
副
當
、
但
力
可
及
、
故
亦
學
之
。」

（
4
）�『
論
語
鄭
氏
注
』
子
罕
「
大
宰
問
於
子
貢
曰
、
夫
子
聖
者
與
。
何
其
多
能
也
。」

鄭
玄
注
「
大
宰
、
呉
大
夫
、
名
嚭
。」

（
5
）�『
朱
子
語
類
』
論
語
十
八
・
子
罕
篇
上
・
大
宰
問
於
子
貢
章
「
問
「「
天
縱
之
將
聖
。」

「
縱
、
猶
肆
也
、
言
不
為
限
量
」、
何
如
。」
曰
「
天
放
縱
聖
人
做
得
恁
地
、
不
去

限
量
它
。」
問
「
如
此
、
愚
不
肖
是
天
限
量
之
乎
。」
曰
「
看
氣
象
、
亦
似
天
限

量
它
一
般
。
如
這
道
理
、
聖
人
知
得
盡
得
、
愚
不
肖
要
增
進
一
分
不
得
、
硬
拘

定
在
這
裏
。」

（
6
）�『
朱
子
語
類
』
論
語
十
八
・
子
罕
篇
上
・
大
宰
問
於
子
貢
章
「「
將
聖
」、
殆
也
。
殆
、

庶
幾
也
、
如
而
今
說
「
將
次
」。「
將
」
字
訓
「
大
」
處
多
。
詩
中
「
亦
孔
之
將
」

之
類
、
多
訓
「
大
」。
詩
裏
多
協
韻
、
所
以
要
如
此
等
字
使
。
若
論
語
中
、
只
是

平
說
。」『
朱
子
語
類
』
學
六
・
持
守
「
大
凡
氣
俗
不
必
問
、
心
平
則
氣
自
和
。

惟
心
粗
一
事
、
學
者
之
通
病
。
橫
渠
云
「
顏
子
未
至
聖
人
、
猶
是
心
粗
。」
一
息

不
存
、
即
為
粗
病
。
要
在
精
思
明
辨
、
使
理
明
義
精
、
而
操
存
涵
養
無
須
臾
離
、

無
毫
髮
間
、則
天
理
常
存
、人
欲
消
去
、其
庶
幾
矣
哉
。」『
朱
子
語
類
』
易
十
二
・

繋
辭
下
・
右
第
四
章
「「
其
殆
庶
幾
乎
。」
殆
、
是
幾
乎
之
義
。
又
曰
「
是
近
。」

又
曰
「
殆
是
危
殆
者
、
是
爭
些
子
底
意
思
。」
又
曰
「
或
以
「
幾
」
字
為
因
上
文

「
幾
」
字
而
言
。
但
左
傳
與
孟
子
「
庶
幾
」
兩
字
、都
只
做
「
近
」
字
說
。」」『
周

易
本
義
』
繋
辭
下
傳
「
子
曰
、
顔
氏
之
子
、
其
殆
庶
幾
乎
。
有
不
善
、
未
嘗
不
知
。

知
之
、
未
嘗
復
行
也
。」
朱
子
注
「
殆
、
危
也
。
庶
幾
、
近
意
、
言
近
道
也
。」

（
7
）�『
朱
子
語
類
』
論
語
十
八
・
子
罕
篇
上
・
大
宰
問
於
子
貢
章
「
先
生
曰
「
太
宰
云

「
夫
子
聖
者
歟
。
何
其
多
能
也
。」
是
以
多
能
為
聖
也
。
子
貢
對
以
夫
子
「
固
天

縱
之
將
聖
、
又
多
能
也
」。
是
以
多
能
為
聖
人
餘
事
也
。
子
曰
「
吾
少
也
賤
、
故

多
能
鄙
事
。
君
子
多
乎
哉
。
不
多
也
。」
是
以
聖
為
不
在
於
多
能
也
。
三
者
之
說

不
同
、
諸
君
且
道
誰
說
得
聖
人
地
位
著
。」
諸
生
多
主
夫
子
之
言
。
先
生
曰
「
太



『
論
語
集
注
』
訳
注
（
子
罕
第
九 （
二
））　
孫
　
路
易

（5）

宰
以
多
能
為
聖
、
固
不
是
。
若
要
形
容
聖
人
地
位
、
則
子
貢
之
言
為
盡
。
蓋
聖

主
於
德
、
固
不
在
多
能
、
然
聖
人
未
有
不
多
能
者
。
夫
子
以
多
能
不
可
以
律
人
、

故
言
君
子
不
多
、尚
德
而
不
尚
藝
之
意
、其
實
聖
人
未
嘗
不
多
能
也
。」」ま
た
、「
又

曰
「
聖
人
自
是
多
能
。
今
若
只
去
學
多
能
、
則
只
是
一
箇
雜
骨
董
底
人
、
所
以

說
「
君
子
多
乎
哉
。
不
多
也
。」」『
朱
子
語
類
』
周
子
之
書
・
志
學
「
因
說
「
耿

守
向
曾
說
「「
用
之
則
行
、
舍
之
則
藏
、
惟
我
與
爾
有
是
夫
。」
此
非
專
為
用
舍

行
藏
、
凡
所
謂
治
國
平
天
下
之
具
、
惟
夫
子
顏
子
有
之
、
用
之
則
抱
持
而
往
、

不
用
則
卷
而
懷
之
。」」
曰
「
某
不
敢
如
此
說
。
若
如
此
說
、
即
是
孔
顏
胸
次
全

無
些
洒
落
底
氣
象
、
只
是
學
得
許
多
骨
董
、
將
去
治
天
下
。」」

（
8
）�『
朱
子
語
類
』
論
語
十
八
・
子
罕
篇
上
・
大
宰
問
於
子
貢
章
「
問
「
夫
子
多
材
多
藝
、

何
故
能
爾
。」
曰
「
聖
人
本
領
大
、
故
雖
是
材
藝
、
他
做
得
自
別
。
只
如
禮
、
聖

人
動
容
周
旋
、
俯
仰
升
降
、
自
是
與
它
人
不
同
。
如
射
亦
然
。
天
生
聖
人
、
氣

稟
清
明
、
自
是
與
他
人
不
同
。
列
子
嘗
言
聖
人
力
能
拓
關
、
雖
未
可
信
、
然
要
之
、

聖
人
本
領
大
後
、
事
事
做
得
出
來
自
別
。」」

（
9
）�『
朱
子
語
類
』
論
語
十
八
・
子
罕
篇
上
・
大
宰
問
於
子
貢
章
「
問
「
太
宰
初
以
多

能
為
夫
子
之
聖
。
子
貢
所
答
方
正
說
得
聖
人
體
段
。
夫
子
聞
之
數
語
、却
是
謙
辭
、

及
有
多
能
非
所
以
率
人
之
意
。」
曰
「
固
是
。
子
貢
說
得
聖
人
本
分
底
、
聖
人
所

說
乃
謙
辭
。」」『
朱
子
語
類
』
孟
子
七
・
離
婁
下
・
仲
尼
不
為
已
甚
章
「「
仲
尼

不
為
已
甚
」、
言
聖
人
所
為
、
本
分
之
外
不
加
毫
末
。
如
人
合
喫
八
棒
、
只
打
八
棒
。

不
可
說
這
人
可
惡
、
更
添
一
棒
。
稱
人
之
善
、
不
可
有
心
於
溢
美
。
稱
人
之
惡
、

不
可
溢
惡
、
皆
不
為
已
甚
之
事
也
。」

（
10
）�『
論
語
注
疏
』
子
罕
「
牢
曰
、
子
云
、
吾
不
試
、
故
藝
。」
何
晏
注
「
鄭
曰
、
牢
、

弟
子
子
牢
也
。
試
、
用
也
。
言
孔
子
自
云
、
我
不
見
用
、
故
多
技
藝
。」
邢
昺
疏

「
〇
正
義
曰
、
此
章
論
孔
子
多
技
藝
之
由
、
但
與
前
章
異
時
而
語
、
故
分
之
。
牢
、

弟
子
琴
牢
也
。
試
、
用
也
。
言
孔
子
自
云
「
我
不
見
用
於
時
、
故
多
能
技
藝
。」

〇
注
「
牢
、
弟
子
子
牢
也
」。
〇
正
義
曰
、『
家
語
弟
子
篇
』
云
「
琴
牢
、
衞
人
也
、

字
子
開
、
一
字
張
。」
此
云
弟
子
子
牢
、
當
是
耳
。」

（
11
）�

趙
順
孫
（
一
二
一
五
～
一
二
七
六
、
字
は
和
仲
、
格
齋
先
生
）『
論
語
纂
疏
』「
吳

氏
曰
、
弟
子
記
夫
子
此
言
之
時
、
子
牢
因
言
昔
之
所
聞
有
如
此
者
。
其
意
相
近
、

故
并
記
之
。」『
論
語
纂
疏
』
學
而
「
子
夏
曰
、
賢
賢
易
色
、
事
父
母
能
竭
其
力
、

事
君
能
致
其
身
、
與
朋
友
交
言
而
有
信
。
雖
曰
未
學
、
吾
必
謂
之
學
矣
。」
纂
疏

「
吳
氏
曰
、
子
夏
之
言
、
其
意
善
矣
。
然
詞
氣
之
間
抑
揚
太
過
、
其
流
之
弊
、
將

或
至
於
廢
學
、
必
若
上
章
夫
子
之
言
、
然
後
為
無
弊
也
。（
吳
氏
、
名
棫
、
建
安

人
。）」『
朱
子
語
類
』
論
語
一
・
語
孟
綱
領
「
建
安
吳
才
老
作
論
語
十
說
、
世
以

為
定
夫
作
者
、
非
也
。
其
功
淺
、
其
害
亦
淺
。
又
為
論
語
考
異
、
其
功
漸
深
、

而
有
深
害
矣
。
至
為
語
解
、
即
以
己
意
測
度
聖
人
、
謂
聖
人
為
多
詐
輕
薄
人
矣
。

徐
蒧
為
刊
其
書
越
州
以
行
。」『
朱
子
語
類
』
雜
類
「
近
世
考
訂
訓
釋
之
學
、
唯

吳
才
老
・
洪
慶
善
為
善
。」

第
七
章

子
曰
、
吾
有
知
乎
哉
。
無
知
也
。
有
鄙
夫
問
於
我
、
空
空
如
也
、
我
叩
其
兩
端
而

竭
焉
。

（「
知
」
は
、
こ
こ
で
は
、
動
詞
の
「
識
」「
知
識
」
で
あ
り
、
つ
ま
り
、
事
物
の



岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
六
十
一
号
（
二
〇
二
六
・
三
）

（6）

性
質
（「
性
」「
理
」）
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
無

知
」
と
は
、
孔
子
が
自
分
を
「
至
愚
」
の
「
鄙
夫
」
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
謙
っ

て
お
っ
し
ゃ
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
鄙
夫
」
と
は
、
凡
庸
且
つ
卑
劣
、
人
に
媚
び

て
相
手
を
喜
ば
せ
、
人
に
迎
合
し
て
相
手
に
好
か
れ
よ
う
と
す
る
、
こ
う
い
う
人

の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
本
章
の
集
注
に
い
う
「
至
愚
」
に
当
た
り
、「
至

愚
」
と
は
、
事
物
の
性
質
（「
理
」「
性
」）
を
認
識
す
る
能
力
が
な
い
人
の
こ
と

で
あ
る
。「
空
空
如
也
」
は
、「
鄙
夫
」
の
こ
と
を
指
し
て
言
う
も
の
で
あ
り
、「
空

空
」
は
「
得
る
所
無
し
」「
有
る
所
無
し
」
と
も
い
う
「
何
の
知
識
も
持
っ
て
い

な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
兩
端
」
と
は
、
た
だ
「「
起
止
」
の
二
字
に
過
ぎ

な
い
。「
こ
の
端
か
ら
あ
の
端
ま
で
」
の
よ
う
な
意
味
で
あ
る
。「
終
始
、
本
末
、

上
下
、
精
粗
、
尽
く
さ
ざ
る
所
無
し
。」
と
い
う
場
合
は
、
つ
ま
り
、
初
め
か
ら

終
わ
り
ま
で
、
本
か
ら
末
ま
で
、
上
か
ら
下
ま
で
、
精
か
ら
粗
ま
で
、
ほ
ん
の
少

し
の
尽
く
さ
な
い
も
の
は
な
い
。」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。）

孔
子
が
言
わ
れ
た
。「
私
に
知
（
つ
ま
り
、
事
物
の
性
質
（「
性
」「
理
」）
を
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
）
が
あ
ろ
う
か
。
知
が
な
い
の
だ
。
あ
る
鄙
夫
（
つ
ま

り
、
事
物
の
性
質
（「
理
」「
性
」）
を
認
識
す
る
能
力
が
な
い
人
）
が
私
に
尋
ね

た
が
、（
そ
の
鄙
夫
は
）
何
の
知
識
も
持
っ
て
い
な
い
よ
う
で
、私
は
そ
の
「
両
端
」

を
啓
発
し
て
尽
く
す
の
だ
（
つ
ま
り
、
私
は
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
知
識
を
教
え

尽
く
さ
な
い
こ
と
は
な
い
よ
う
に
気
を
配
っ
た
の
だ
、
と
い
う
こ
と
）。」

集
注

　

叩
、
音
口
。
○
孔
子
謙
言
己
無
知
識
、
但
其
告
人
、
雖
於
至
愚
、
不
敢
不
盡
耳
。
叩
、

發
動
也
。
兩
端
、
猶
言
兩
頭
。
言
終
始
、
本
末
、
上
下
、
精
粗
、
無
所
不
盡
。
〇
程
子

曰
「
聖
人
之
教
人
、
俯
就
之
若
此
、
猶
恐
衆
人
以
為
高
遠
而
不
親
也
。
聖
人
之
道
、
必

降
而
自
卑
、
不
如
此
則
人
不
親
。
賢
人
之
言
、
則
引
而
自
高
、
不
如
此
則
道
不
尊
。
觀

於
孔
子
、
孟
子
、
則
可
見
矣
。」
尹
氏
曰
「
聖
人
之
言
、
上
下
兼
盡
。
即
其
近
、
衆
人
皆

可
與
知
。
極
其
至
、
則
雖
聖
人
亦
無
以
加
焉
、
是
之
謂
兩
端
。
如
答
樊
遲
之
問
仁
知
、

兩
端
竭
盡
、
無
餘
蘊
矣
。
若
夫
語
上
而
遺
下
、
語
理
而
遺
物
、
則
豈
聖
人
之
言
哉
。」

訳
　
「
叩
」
は
、「
口
」
と
発
音
す
る
。
〇
「
孔
子
謙
し
て
己
に
知
識
無
き
を
言
ふ
。」（
つ

ま
り
、孔
子
は
謙
っ
て
自
分
に
「
知
識
」
が
な
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
、と
い
う
こ
と
。「
知

識
」
は
、「
知
識
は
便
ち
是
れ
這
箇
の
物
事
の
好
悪
を
察
識
し
得
る
。」
と
あ
り
、
こ
こ

で
は
、
つ
ま
り
、
事
物
の
「
好
悪
」（「
性
」「
理
」、
つ
ま
り
、
性
質
）
を
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
動
静
語
黙
」（
つ
ま
り
日
常
に
行
わ

れ
て
い
る
言
行
）
を
兼
ね
て
言
っ
た
も
の
で
あ
る（

１
）。）
し
か
し
、そ
の
「
人
に
告
ぐ
る
」（
つ

ま
り
、
人
に
教
え
る（

２
））
時
は
、「
至
愚
」（
朱
子
に
あ
っ
て
は
、
聖
人
に
も
愚
人
に
も
同

じ
「
性
」（
仁
義
礼
智
）
が
備
わ
っ
て
い
る
が
、
た
だ
、
稟
受
し
た
気
質
が
異
な
る
が
た

め
に
、
聖
人
と
愚
人
と
の
違
い
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。「
至
愚
」
は
、
本
章
原
文
に
い
う

「
鄙
夫
」
に
当
た
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、「
鄙
夫
」
と
は
、「
庸
惡
陋
劣
」（
愚
昧
且

つ
卑
劣
）「
阿
殉
以
て
容
を
為
し
、逢
迎
以
て
悅
を
為
す
」（
人
に
媚
び
て
相
手
を
喜
ば
せ
、

人
に
迎
合
し
て
相
手
に
好
か
れ
よ
う
と
す
る
）、
こ
う
い
う
人
の
こ
と
で
あ
る
。
本
章
原

文
に
い
う
「
空
空
如
也
」
は
、「
鄙
夫
」
の
こ
と
を
指
し
て
言
う
も
の
で
あ
り
、「
空
空
」

は
「
得
る
所
無
し
」「
有
る
所
無
し
」
と
も
い
う
「
何
の
知
識
も
持
っ
て
い
な
い
」
と
い
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う
こ
と
で
あ
る
。「
鄙
夫
」
は
無
学
な
人
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、「
至
愚
」

と
は
、「
至
愚
無
識
」
の
意
で
あ
り
、
つ
ま
り
、
事
物
の
性
質
（「
理
」「
性
」）
を
認
識

す
る
能
力
が
な
い
人
の
こ
と
で
あ
る
。
か
か
る
「
至
愚（

３
）」）
に
対
し
て
も
、「
敢
へ
て
尽

く
さ
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
の
み
。」（
つ
ま
り
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
知
識
を
教
え
尽
く
さ

な
い
こ
と
は
な
い
よ
う
に
気
を
配
っ
た
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。「
尽
」
と
は
、
教
え

尽
く
す
こ
と
で
あ
る
が
、
つ
ま
り
、
本
章
の
集
注
に
い
う
「
終
始
、
本
末
、
上
下
、
精
粗
、

尽
く
さ
ざ
る
所
無
し
。」
の
こ
と
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、後
述
。）「
叩
」
は
、「
発
動
な
り
。」

（
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、「
啓
発
」
の
意
で
あ
る
。「
啓
発
」
は
、「
啓
は
、
其
の
意
を
開

く
を
謂
ふ
。
発
は
、
其
の
辞
を
達
す
る
を
謂
ふ
。」（「
啓
」）
は
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
心

の
中
で
持
っ
て
い
る
意
志
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
発
」
は
、
こ
こ
で
は
、
そ
の

言
葉
を
そ
の
心
の
中
で
持
っ
て
い
る
意
志
を
伝
え
ら
れ
る
も
の
に
す
る
こ
と
で
あ
る（

４
）。）

「
兩
端
は
、
猶
ほ
両
頭
を
言
ふ
が
ご
と
し
。
終
始
、
本
末
、
上
下
、
精
粗
、
尽
く
さ
ざ
る

所
無
き
を
言
ふ
。」（
つ
ま
り
、「
両
端
」
は
、「
両
頭
」
の
よ
う
な
意
味
で
あ
り
、
そ
の

意
味
は
こ
う
で
あ
る
。
初
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
、
本
か
ら
末
ま
で
、
上
か
ら
下
ま
で
、

精
か
ら
粗
ま
で
、「
無
一
毫
之
不
盡
」（
ほ
ん
の
少
し
の
尽
く
さ
な
い
も
の
は
な
い
）、
と

い
う
こ
と
。
朱
子
は
、「
竭
兩
端
」
に
つ
い
て
、「
言
徹
頭
徹
尾
都
盡
也
。」（
最
初
か
ら

最
後
ま
で
す
べ
て
尽
く
す
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
。）「
兩
端
只
是
箇
「
起
止
」
二
字
、

猶
云
起
這
頭
至
那
頭
也
。」（「
両
端
」
は
た
だ
「「
起
止
」
の
二
字
に
過
ぎ
な
い
。「
こ
の

端
か
ら
あ
の
端
ま
で
」
の
よ
う
な
意
味
で
あ
る
。」
と
説
明
し
て
い
る（

５
）。）
〇
程
子
（
程
頤
、

字
正
叔
、
伊
川
先
生
、
明
道
先
生
（
程
顥
）
の
弟
、
北
宋
の
学
者（

６
））
が
言
っ
た
。「「
聖

人
の
人
を
教
へ
る
に
、
俯
し
て
之
に
就
く
こ
と
此
の
若
し
。
猶
ほ
衆
人
の
以
て
高
遠
な

り
と
為
し
て
親
し
ま
ぜ
る
を
恐
る
る
な
り
。」（
つ
ま
り
、聖
人
が
人
に
教
え
る
場
合
、謙
っ

て
相
手
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
る
こ
と
こ
の
よ
う
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
衆
人
が
（
聖
人
の

教
え
は
）
高
遠
な
も
の
だ
と
思
っ
て
馴
染
ま
な
い
、こ
の
こ
と
を
心
配
し
た
た
め
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
。
孔
子
が
自
分
の
こ
と
を
「
無
知
識
」
と
謙
っ
て
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
は
、

自
分
を
「
至
愚
」
の
「
鄙
夫
」
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
朱
子
は
、「
聖
人

極
其
高
大
、
人
自
難
企
及
、
若
更
不
俯
就
、
則
人
愈
畏
憚
而
不
敢
進
。」（
聖
人
は
極
め

て
高
大
（
つ
ま
り
そ
の
教
え
が
高
遠
）
で
あ
る
た
め
に
、
人
々
は
当
然
そ
れ
に
肩
を
並

べ
る
の
が
困
難
で
あ
り
、
も
し
聖
人
が
謙
っ
て
相
手
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
る
こ
と
を
し

な
け
れ
ば
、人
々
は
よ
り
一
層
遠
慮
し
て
進
も
う
と
し
な
い
の
だ
。」と
説
明
し
て
い
る
。）

聖
人
の
「
道
」（
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、
教
え
）
は
、
必
然
的
に
引
き
降
ろ
し
て
自
ら
レ

ベ
ル
を
下
げ
て
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
人
々
が
身
近
に
感
じ
な
い
の
だ
。
賢
人
の
言
葉
は
、

引
き
上
げ
て
自
ら
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
「
道
」（
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、

賢
人
の
教
え
）
が
尊
ば
れ
な
い
の
だ
。
孔
子
（
聖
人
）、孟
子
（
賢
人
）
の
言
論
を
見
れ
ば
、

分
か
る
の
で
あ
る
。（
朱
子
は
、「
賢
人
に
は
未
熟
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
人
々
が
そ
の
教

え
に
ま
だ
十
分
信
頼
し
て
従
っ
て
お
ら
ず
、
も
し
引
き
上
げ
て
自
ら
レ
ベ
ル
を
上
げ
な

け
れ
ば
、
人
々
が
き
っ
と
そ
の
教
え
が
浅
は
か
で
実
践
す
る
価
値
が
な
い
と
思
う
は
ず

で
あ
る
。
孟
子
の
教
え
は
、
人
々
が
皆
迂
闊
と
思
っ
て
、
実
際
の
役
に
立
た
な
い
も
の

と
し
た
の
で
あ
る
。」
と
説
明
し
て
い
る（

７
）。）」
尹
氏
（
尹
焞
、
字
は
彦
明
、
も
う
一
つ
の

字
は
徳
充
、
号
は
和
靖
、
程
頤
の
門
人（

８
））
が
言
っ
た
。「
聖
人
の
言
葉
は
、
上
か
ら
下
ま

で
す
べ
て
尽
く
し
、
そ
の
身
近
に
感
じ
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
人
々
は
皆
と
も
に
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
そ
の
段
階
を
極
め
た
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
た
と
え
聖
人
で
あ
っ

て
も
こ
れ
以
上
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
こ
れ
を
「
両
端
」
と
言
う
の
で
あ
る
。「
樊

遲
の
仁
知
を
問
ふ
に
答
ふ
る
が
如
き
は
」（
つ
ま
り
、「
樊
遲
が
仁
と
知
に
つ
い
て
お
尋
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ね
し
た
の
に
孔
子
が
答
え
ら
れ
た
よ
う
な
の
は
」、
と
い
う
こ
と
。
樊
遲
は
、
孔
子
弟
子

で
、名
は
須（

９
）。）、「

両
端
竭
尽
し
て
、余
知
無
し
。」（
つ
ま
り
、両
端
を
尽
く
し
て
「
余
知
」

（
つ
ま
り
、ま
だ
教
え
尽
く
さ
ず
残
し
た
「
知
」（
知
識
）
が
な
い
、と
い
う
こ
と
。「
餘
蘊
」

は
『
論
語
精
義
』
で
は
「
餘
知
」
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、「
餘
知
」
の
ほ
う
が
正

し
い
。「
樊
遲
、
仁
を
問
ふ
。
子
曰
く
、
人
を
愛
す
。
知
を
問
ふ
。
子
曰
く
、
人
を
知
る
。」

と
あ
る
よ
う
に
、「
愛
人
」
の
一
語
で
「
仁
」
の
意
味
を
尽
く
し
、「
知
人
」
の
一
語
で
「
知
」

の
意
味
を
尽
く
す
、こ
の
よ
う
な
一
語
で
「
両
端
」（
つ
ま
り
終
始
、本
末
、上
下
、精
粗
）

を
尽
く
せ
る
場
合
も
あ
る（

（1
（

。）
も
し
上
を
教
え
て
下
を
残
し
、「
理
」（「
則
」「
徳
」「
実
体
」

と
も
言
う
。「
理
」
と
は
、
事
物
の
「
性
質
」
を
意
味
す
る
概
念
で
あ
る
が
、
物
体
に
お

い
て
は
、
そ
の
性
質
と
し
て
の
機
能
・
能
力
を
指
し
、
実
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
た

客
観
的
な
認
識
・
知
識
で
あ
る（

（1
（

。）
を
教
え
て
「
物
」（
つ
ま
り
事
物
。
本
章
の
注
（
1
））

を
残
す
よ
う
で
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
聖
人
の
言
論
で
あ
ろ
う
か
。」

注（
1
）�『
大
学
章
句
』
第
一
章
「
先
致
其
知
。
致
知
在
格
物
。」
朱
子
注
「
致
、推
極
也
。
知
、

猶
識
也
。
推
極
吾
之
知
識
、
欲
其
所
知
無
不
盡
也
。
格
、
至
也
。
物
、
猶
事
也
。

窮
至
事
物
之
理
、欲
其
極
處
無
不
到
也
。」『
朱
子
語
類
』程
子
之
書
一「
又
云「「
智
」

字
自
與
知
識
之
「
知
」
不
同
。
智
是
具
是
非
之
理
、
知
識
便
是
察
識
得
這
箇
物

事
好
惡
。」『
朱
子
語
類
』
性
理
一
・
人
物
之
性
氣
質
之
性
「
天
下
之
物
、
至
微

至
細
者
、
亦
皆
有
心
、
只
是
有
無
知
覺
處
爾
。
且
如
一
草
一
木
、
向
陽
處
便
生
、

向
陰
處
便
憔
悴
、
他
有
箇
好
惡
在
裏
。」『
朱
子
語
類
』
性
理
二
・
性
情
心
意
等

名
義
「
問
「
情
、
意
、
如
何
體
認
。」
曰
「
性
、
情
則
一
。
性
是
不
動
、
情
是
動
處
、

意
則
有
主
向
。
如
好
惡
是
情
、「
好
好
色
、
惡
惡
臭
」
便
是
意
。」『
朱
子
語
類
』

易
十
・
上
繋
上
・
右
第
六
章
「
知
識
日
多
則
知
日
高
、
這
事
也
合
理
、
那
事
也

合
理
。
積
累
得
多
、
業
便
廣
。」『
朱
子
語
類
』
論
語
十
八
・
子
罕
篇
上
・
吾
有

知
乎
哉
章
「
問
「「
吾
有
知
乎
哉
」
與
「
吾
無
隱
乎
爾
」
意
一
般
否
。」
曰
「
那

箇
說
得
闊
、這
箇
主
答
問
而
言
。」
或
曰
「
那
箇
兼
動
靜
語
默
說
了
。」
曰
「
然
」。」」

（
2
）�

本
章
の
集
注
に
「
程
子
曰
「
聖
人
之
教
人
、
云
々
。」
と
あ
る
。

（
3
）�『
論
語
集
注
』
陽
貨
「
古
之
愚
也
直
、
今
之
愚
也
詐
而
已
矣
。」
朱
子
注
「
愚
者
、

暗
昧
不
明
。」『
朱
子
語
類
』
論
語
十
一
・
公
冶
長
下
・
伯
夷
叔
齊
章
「
蓋
那
人

有
過
、
自
家
責
他
、
他
便
生
怨
。
然
他
過
能
改
即
止
、
不
復
責
他
、
便
不
怨
矣
。

其
所
怨
者
、
只
是
至
愚
無
識
、
不
能
改
過
者
耳
。」『
朱
子
語
類
』
尚
書
一
・
大

禹
謨
「
天
下
之
物
、
精
細
底
便
難
見
、
麤
底
便
易
見
。
饑
渴
寒
煖
是
至
麤
底
、

雖
至
愚
之
人
亦
知
得
。
若
以
較
細
者
言
之
、
如
利
害
、
則
禽
獸
已
有
不
能
知
者
。

若
是
義
理
、
則
愈
是
難
知
。
這
只
有
些
子
、
不
多
。
所
以
說
「
人
之
所
以
異
於

禽
獸
者
幾
希
。」
言
所
爭
也
不
多
。」『
朱
子
語
類
』
性
理
一
・
人
物
之
性
氣
質
之

性
「
問
「
性
分
、
命
分
何
以
別
。」
曰
「
性
分
是
以
理
言
之
、
命
分
是
兼
氣
言
之
。

命
分
有
多
寡
厚
薄
之
不
同
、若
性
分
則
又
都
一
般
。
此
理
、聖
愚
賢
否
皆
同
。」『
朱

子
語
類
』
大
學
四
或
問
上
・
經
一
章
・
此
篇
所
謂
在
明
明
徳
一
段
「
又
問
「
氣

則
有
清
濁
、
而
理
則
一
同
、
如
何
。」
曰
「
固
是
如
此
。
理
者
、
如
一
寶
珠
。
在

聖
賢
、
則
如
置
在
清
水
中
、
其
輝
光
自
然
發
見
。
在
愚
不
肖
者
、
如
置
在
濁
水
中
、

須
是
澄
去
泥
沙
、
則
光
方
可
見
。
今
人
所
以
不
見
理
、
合
澄
去
泥
沙
、
此
所
以

須
要
克
治
也
。
至
如
萬
物
亦
有
此
理
、
天
何
嘗
不
將
此
理
與
他
。
只
為
氣
昏
塞
、

如
置
寶
珠
於
濁
泥
中
、
不
復
可
見
。」『
中
庸
章
句
』
第
一
章
「
天
命
之
謂
性
。」
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朱
子
注
「
命
、
猶
令
也
。
性
、
即
理
也
。」『
大
學
章
句
』
大
學
章
句
序
「
蓋
自

天
降
生
民
、
則
既
莫
不
與
之
以
仁
義
禮
智
之
性
矣
。
然
其
氣
質
之
稟
或
不
能
齊
、

是
以
不
能
皆
有
以
知
其
性
之
所
有
而
全
之
也
。」『
論
語
集
注
』
學
而
「
君
子
務
本
、

本
立
而
道
生
。
孝
弟
也
者
、其
為
仁
之
本
與
。」
朱
子
注
「
或
問
「
孝
弟
為
仁
之
本
、

此
是
由
孝
弟
可
以
至
仁
否
。」
曰
「
非
也
。
謂
行
仁
自
孝
弟
始
、孝
弟
是
仁
之
一
事
。

謂
之
行
仁
之
本
則
可
、
謂
是
仁
之
本
則
不
可
。
蓋
仁
是
性
也
、
孝
弟
是
用
也
。

性
中
只
有
箇
仁
、
義
、
禮
、
智
四
者
而
已
、
曷
嘗
有
孝
弟
來
。
然
仁
主
於
愛
、

愛
莫
大
於
愛
親
、
故
曰
孝
弟
也
者
、
其
為
仁
之
本
與
。」『
論
語
集
注
』
陽
貨
「
子

曰
、
鄙
夫
可
與
事
君
也
與
哉
。」
朱
子
注
「
鄙
夫
、
庸
惡
陋
劣
之
稱
。」『
孟
子
集

注
』
盡
心
章
句
上
「
孟
子
曰
、
有
事
君
人
者
、
事
是
君
則
為
容
悅
者
也
。」
朱
子

注
「
阿
殉
以
為
容
、
逢
迎
以
為
悅
、
此
鄙
夫
之
事
、
妾
婦
之
道
也
。」『
朱
子
語
類
』

中
庸
三
・
第
三
十
三
章
「
因
問
孔
子
「
空
空
」、顏
子
「
屢
空
」
與
中
庸
所
謂
「
無

聲
無
臭
」
之
理
。
曰
「
以
某
觀
論
語
之
意
、
自
是
孔
子
叩
鄙
夫
、
鄙
夫
空
空
、

非
是
孔
子
空
空
。」『
論
語
集
注
』
論
語
二
十
一
・
先
進
篇
上
・
回
也
其
庶
乎
章
「
顏

子
屢
空
、
說
作
「
空
中
」、
不
是
。
論
語
中
只
有
「
空
空
如
也
」、
是
說
無
所
得
、

別
不
見
說
虛
空
處
。」『
朱
子
語
類
』
論
語
十
八
・
子
罕
篇
上
・
吾
有
知
乎
哉
章
「
林

恭
甫
問
此
章
。
曰
「
這
「
空
空
」
是
指
鄙
夫
言
。
聖
人
不
以
其
無
所
有
而
略
之
、

故
下
句
更
用
「
我
」
字
喚
起
。」『
朱
子
語
類
』
性
理
二
・
性
情
心
意
等
名
義
「
元

來
無
所
有
底
人
、
見
人
胡
說
話
、
便
惑
將
去
。
若
果
有
學
、
如
何
謾
得
他
。
如

舉
天
下
說
生
薑
辣
、
待
我
喫
得
真
箇
辣
、
方
敢
信
。」

（
4
）�『
朱
子
語
類
』
論
語
十
八
・
子
罕
篇
上
・
吾
有
知
乎
哉
章
「
問
「
竭
兩
端
處
、
疑

與
「
不
憤
不
啟
」
一
段
相
反
。「
不
憤
不
啟
」、
聖
人
待
人
自
理
會
、
方
啟
發
他
。

空
空
鄙
夫
、
必
著
竭
兩
端
告
之
、
如
何
。」
曰
「
兩
端
、
就
一
事
而
言
。
說
這
淺

近
道
理
、
那
箇
深
遠
道
理
也
便
在
這
裏
。
如
舉
一
隅
、
以
四
角
言
。
這
桌
子
舉

起
一
角
、
便
有
三
角
在
。
兩
端
、
以
兩
頭
言
之
。
凡
言
語
、
便
有
兩
端
。
文
字

不
可
類
看
、
這
處
與
那
處
說
又
別
、
須
是
看
他
語
脈
。」『
論
語
集
注
』
述
而
「
子

曰
、
不
憤
不
啟
、
不
悱
不
發
、
舉
一
隅
不
以
三
隅
反
、
則
不
復
也
。」
朱
子
注
「
憤

者
、
心
求
通
而
未
得
之
意
。
悱
者
、
口
欲
言
而
未
能
之
貌
。
啟
、
謂
開
其
意
。
發
、

謂
達
其
辭
。
物
之
有
四
隅
者
、
舉
一
可
知
其
三
。
反
者
、
還
以
相
證
之
義
。」『
朱

子
語
類
』
論
語
七
・
八
佾
篇
・
巧
笑
倩
兮
章
「
因
論
「
起
予
者
商
」、「
回
非
助
我
」

等
處
、
云
「
聖
人
豈
必
待
二
子
之
言
、
而
後
有
所
啟
發
耶
。
然
聖
人
胸
中
雖
包

藏
許
多
道
理
、
若
無
人
叩
擊
、
則
終
是
無
發
揮
於
外
。
一
番
說
起
、
則
一
番
精

神
也
。」『
朱
子
語
類
』
論
語
七
・
八
佾
篇
・
巧
笑
倩
兮
章
「「「
起
予
」
之
義
者
、

謂
孔
子
言
繪
事
後
素
之
時
、
未
思
量
到
禮
後
乎
處
、
而
子
夏
首
以
為
言
、
正
所

以
啟
發
夫
子
之
意
。
非
謂
夫
子
不
能
、而
子
夏
能
之
以
教
夫
子
也
。」『
論
語
集
注
』

八
佾
「
子
曰
、
起
予
者
商
也
。
始
可
與
言
詩
已
矣
。」
朱
子
注
「
起
、
猶
發
也
。

起
予
、
言
能
起
發
我
之
志
意
。」『
論
語
集
注
』
衛
霊
公
「
子
曰
、
辭
達
而
已
矣
。」

朱
子
注
「
辭
、
取
達
意
而
止
、
不
以
富
麗
為
工
。」

（
5
）�『
朱
子
語
類
』
論
語
十
八
・
子
罕
篇
上
・
吾
有
知
乎
哉
章
「
正
淳
問
「「
執
兩
端
」

與
「
竭
兩
端
」、
如
何
。」
曰
「
兩
端
也
只
一
般
、
猶
言
頭
尾
也
。
執
兩
端
、
方

識
得
一
箇
中
。
竭
兩
端
、言
徹
頭
徹
尾
都
盡
也
。」
問
「
只
此
是
一
言
而
盡
這
道
理
、

如
何
。」
曰
「
有
一
言
而
盡
者
、
有
數
言
而
盡
者
。
如
樊
遲
問
仁
、
曰
「
愛
人
。」

問
知
、
曰
「
知
人
。」
此
雖
一
言
而
盡
、
推
而
遠
之
、
亦
無
不
盡
。
如
子
路
正
名

之
論
、
直
說
到
「
無
所
措
手
足
」。
如
子
路
問
政
、
哀
公
問
政
、
皆
累
言
而
盡
。
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但
只
聖
人
之
言
、
上
下
本
末
、
始
終
小
大
、
無
不
兼
舉
。」」『
朱
子
語
類
』
中
庸

二
・
第
六
章
「
才
卿
問
「「
兩
端
、
謂
衆
論
不
同
之
極
致
。」
且
如
衆
論
有
十
分

厚
者
、
有
一
分
薄
者
、
取
極
厚
極
薄
之
二
說
而
中
折
之
、
則
此
為
中
矣
。」
曰
「
不

然
、
此
乃
「
子
莫
執
中
」
也
、
安
得
謂
之
中
。
兩
端
只
是
箇
「
起
止
」
二
字
、

猶
云
起
這
頭
至
那
頭
也
。
自
極
厚
以
至
極
薄
、
自
極
大
以
至
極
小
、
自
極
重
以

至
極
輕
、
於
此
厚
薄
、
大
小
、
輕
重
之
中
、
擇
其
說
之
是
者
而
用
之
、
是
乃
所

謂
中
也
。
若
但
以
極
厚
極
薄
為
兩
端
、
而
中
折
其
中
間
以
為
中
、
則
其
中
間
如

何
見
得
便
是
中
。
蓋
或
極
厚
者
說
得
是
、
則
用
極
厚
之
說
。
極
薄
之
說
是
、
則

用
極
薄
之
說
。
厚
薄
之
中
者
說
得
是
、則
用
厚
薄
之
中
者
之
說
。
至
於
輕
重
大
小
、

莫
不
皆
然
。
蓋
惟
其
說
之
是
者
用
之
、
不
是
棄
其
兩
頭
不
用
、
而
但
取
兩
頭
之

中
者
以
用
之
也
。
且
如
人
有
功
當
賞
、
或
說
合
賞
萬
金
、
或
說
合
賞
千
金
、
或

有
說
當
賞
百
金
、
或
又
有
說
合
賞
十
金
。
萬
金
者
、
其
至
厚
也
。
十
金
、
其
至

薄
也
。
則
把
其
兩
頭
自
至
厚
以
至
至
薄
、
而
精
權
其
輕
重
之
中
。
若
合
賞
萬
金

便
賞
萬
金
、
合
賞
十
金
也
只
得
賞
十
金
、
合
賞
千
金
便
賞
千
金
、
合
賞
百
金
便

賞
百
金
。
不
是
棄
萬
金
十
金
至
厚
至
薄
之
說
、
而
折
取
其
中
以
賞
之
也
。
若
但

欲
去
其
兩
頭
、
而
只
取
中
間
、
則
或
這
頭
重
、
那
頭
輕
、
這
頭
偏
多
、
那
頭
偏
少
、

是
乃
所
謂
不
中
矣
、安
得
謂
之
中
。」
才
卿
云
「
或
問
中
却
說
「
當
衆
論
不
同
之
際
、

未
知
其
孰
為
過
孰
為
不
及
而
孰
為
中
也
。
故
必
兼
總
衆
說
、
以
執
其
不
同
之
極

處
而
半
折
之
、
然
後
可
以
見
夫
上
一
端
之
為
過
、
下
一
端
之
為
不
及
、
而
兩
者

之
間
之
為
中
」。
如
先
生
今
說
、
則
或
問
「
半
折
」
之
說
亦
當
改
。」
曰
「
便
是

某
之
說
未
精
、
以
此
見
作
文
字
難
。
意
中
見
得
了
了
、
及
至
筆
下
依
舊
不
分
明
。

只
差
些
子
、
便
意
思
都
錯
了
。
合
改
云
「
故
必
兼
總
衆
說
、
以
執
其
不
同
之
極

處
而
審
度
之
、
然
後
可
以
識
夫
中
之
所
在
、
而
上
一
端
之
為
過
、
下
一
端
之
為

不
及
」
云
云
。
如
此
、
語
方
無
病
。」
或
曰
「
孔
子
所
謂
「
我
叩
其
兩
端
」、
與

此
同
否
。」
曰
「
然
。
竭
其
兩
端
、
是
自
精
至
粗
、
自
大
至
小
、
自
上
至
下
、
都

與
他
說
、
無
一
毫
之
不
盡
。
舜
之
「
執
兩
端
」、
是
取
之
於
人
者
、
自
精
至
粗
、

自
大
至
小
、
總
括
包
盡
、
無
一
善
之
或
遺
。」
僩
。
一
作
「
才
卿
問
「
或
問
以
程

子
執
把
兩
端
、
使
民
不
行
為
非
。
而
先
生
所
謂
「
半
折
之
」、
上
一
端
為
過
、
下

一
端
為
不
及
、
而
兩
者
之
間
為
中
、
悉
無
以
異
於
程
說
。」
曰
「
非
是
如
此
。
隱

惡
揚
善
、
惡
底
固
不
問
了
、
就
衆
說
善
者
之
中
、
執
其
不
同
之
極
處
以
量
度
之
。

如
一
人
云
長
八
尺
、
一
人
云
長
九
尺
、
又
一
人
云
長
十
尺
、
皆
長
也
、
又
皆
不

同
也
。
不
可
便
以
八
尺
為
不
及
、
十
尺
為
過
、
而
以
九
尺
為
中
也
。
蓋
中
處
或

在
十
尺
上
、
或
在
八
尺
上
、
不
可
知
。
必
就
三
者
之
說
子
細
量
度
、
看
那
說
是
。

或
三
者
之
說
皆
不
是
、
中
自
在
七
尺
上
、
亦
未
可
知
。
然
後
有
以
見
夫
上
一
端

之
為
過
、
下
一
端
之
為
不
及
、
而
三
者
之
間
為
中
也
。「
半
折
」
之
說
、
誠
為
有
病
、

合
改
」
云
云
。」」

（
6
）�『
論
語
精
義
』
に
「
伊
川
曰
、
子
曰
、
二
三
子
、
以
我
為
隱
乎
、
吾
無
隱
乎
、
爾

無
知
之
謂
也
。
聖
人
之
教
人
、
俯
就
之
若
此
、
猶
恐
衆
人
以
為
高
逺
而
不
親
也
。

聖
人
之
道
、
必
降
而
自
卑
、
不
如
此
則
人
不
親
、
賢
人
之
言
、
則
引
而
自
高
、

不
如
此
則
道
不
尊
、
觀
於
孔
子
、
孟
子
、
則
可
見
矣
。」
と
あ
る
。『
宋
儒
學
案
』

正
公
程
伊
川
先
生
頤
「
程
頤
、
字
正
叔
、
河
南
人
、
明
道
先
生
之
弟
也
。」

（
7
）�『
朱
子
語
類
』
論
語
十
八
・
子
罕
篇
上
・
吾
有
知
乎
哉
章
「
問
「
伊
川
謂
「
聖
人

之
言
必
降
而
自
卑
、
不
如
此
則
人
不
親
。
賢
人
之
言
必
引
而
自
高
、
不
如
此
則

道
不
尊
。」
此
是
形
容
聖
人
氣
象
不
同
邪
。
抑
據
其
地
位
合
當
如
此
。」
曰
「
聖
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人
極
其
高
大
、
人
自
難
企
及
、
若
更
不
俯
就
、
則
人
愈
畏
憚
而
不
敢
進
。
賢
人

有
未
熟
處
、
人
未
甚
信
服
、
若
不
引
而
自
高
、
則
人
必
以
為
淺
近
不
足
為
。
孟
子
、

人
皆
以
為
迂
闊
、
把
做
無
用
。
使
孟
子
亦
道
我
底
誠
迂
闊
無
用
、
則
何
以
起
人

慕
心
。
所
以
與
他
爭
辯
、
不
是
要
人
尊
己
、
直
使
人
知
斯
道
之
大
、
庶
幾
竦
動
、

著
力
去
做
。
孔
子
嘗
言
「
如
有
用
我
者
、
期
月
而
已
可
也
。」
又
言
「
吾
其
為
東

周
乎
。」
只
作
平
常
閑
說
。
孟
子
言
「
如
欲
平
治
天
下
、當
今
之
世
、舍
我
其
誰
。」

便
說
得
廣
、
是
勢
不
得
不
如
此
。」
又
問
「
如
程
子
說
話
、
亦
引
而
自
高
否
。」

曰
「
不
必
如
此
又
生
枝
節
。
且
就
此
本
文
上
看
一
段
、
須
反
覆
看
來
看
去
、
要

爛
熟
、
方
見
意
味
快
樂
、
令
人
都
不
欲
看
別
段
、
始
得
。」
淳
。
寓
錄
云
「「
程

子
曰
「
聖
人
之
言
、
必
降
而
自
卑
、
不
如
此
則
人
不
親
。
賢
人
之
言
、
則
引
而

自
高
、
不
如
此
則
道
不
尊
。」
不
審
這
處
形
容
聖
、
賢
氣
象
不
同
、
或
據
其
地
位

合
著
如
此
耶
。」
曰
「
地
位
當
如
此
。
聖
人
極
其
高
大
、
人
皆
疑
之
、
以
為
非
我

所
能
及
。
若
更
不
恁
地
俯
就
、
則
人
愈
畏
憚
而
不
敢
進
。
孟
子
於
道
雖
已
見
到

至
處
、
然
做
處
畢
竟
不
似
聖
人
熟
、
人
不
能
不
疑
其
所
未
至
、
若
不
引
而
自
高
、

則
人
必
以
為
淺
近
而
不
足
為
。
孟
子
、
人
皆
以
為
迂
闊
、
把
他
無
用
了
。
若
孟

子
也
道
是
我
底
誠
迂
闊
無
用
、
如
何
使
得
。
所
以
與
人
辨
、
與
人
爭
、
亦
不
是

要
人
尊
己
、
只
要
人
知
得
斯
道
之
大
、
庶
幾
使
人
竦
動
警
覺
。
夫
子
常
言
「
如

有
用
我
者
、
期
月
而
已
可
。」
又
言
「
吾
其
為
東
周
乎
。」
只
平
常
如
此
說
。
孟

子
便
道
「
如
欲
平
治
天
下
、
當
今
之
世
、
舍
我
其
誰
也
。」
便
說
得
恁
地
奢
遮
、

其
勢
不
得
不
如
此
。
這
話
、
從
來
無
人
會
如
此
說
。
非
他
程
先
生
見
得
透
、
如

何
敢
鑿
空
恁
地
說
出
來
。」

（
8
）�『
論
語
精
義
』
に
「
尹
曰
、
聖
人
之
言
、
上
下
皆
盡
、
即
其
近
、
則
衆
人
皆
可
與
知
。

極
其
至
、
則
𨿽
聖
人
亦
無
以
加
焉
、
是
之
謂
兩
端
。
如
答
樊
遲
之
問
仁
知
、
兩

端
竭
盡
、
無
餘
知
矣
。
若
夫
語
上
而
遺
下
、
語
理
而
遺
物
、
豈
聖
人
之
言
哉
。

𨿽
鄙
夫
之
問
、
亦
竭
兩
端
以
告
之
也
。」
と
あ
る
。『
宋
儒
學
案
』
肅
公
尹
和
靖

先
生
焞
「
尹
焞
、
字
彥
明
、
一
字
德
充
、
洛
陽
人
。
少
孤
事
、
母
陳
氏
、
至
孝
、

年
二
十
因
蘇
季
明
以
見
伊
川
。」

（
9
）�『
論
語
集
注
』
為
政
「
樊
遲
御
、
子
告
之
曰
、
孟
孫
問
孝
於
我
、
我
對
曰
、
無
違
。」

朱
子
注
「
樊
遲
、
孔
子
弟
子
、
名
須
。
御
、
為
孔
子
御
車
也
。」

（
10
）�『
論
語
集
注
』
雍
也
「
樊
遲
問
知
。
子
曰
、
務
民
之
義
、
敬
鬼
神
而
遠
之
、
可
謂

知
矣
。
問
仁
。
曰
、
仁
者
先
難
而
後
獲
、
可
謂
仁
矣
。」
朱
子
注
「
民
、
亦
人
也
。

獲
、
謂
得
也
。
專
用
力
於
人
道
之
所
宜
、
而
不
惑
於
鬼
神
之
不
可
知
、
知
者
之

事
也
。
先
其
事
之
所
難
、
而
後
其
效
之
所
得
、
仁
者
之
心
也
。
此
必
因
樊
遲
之

失
而
告
之
。」『
論
語
集
注
』
顔
淵
「
樊
遲
問
仁
。
子
曰
、
愛
人
。
問
知
。
子
曰
、

知
人
。」
朱
子
注
「
愛
人
、仁
之
施
。
知
人
、知
之
務
。」『
論
語
集
注
』
子
路
「
樊

遲
問
仁
。
子
曰
、
居
處
恭
、
執
事
敬
、
與
人
忠
。
雖
之
夷
狄
、
不
可
棄
也
。」
朱

子
注
「
恭
主
容
、
敬
主
事
。
恭
見
於
外
、
敬
主
乎
中
。
之
夷
狄
不
可
棄
、
勉
其

固
守
而
勿
失
也
。
程
子
曰
「
此
是
徹
上
徹
下
語
。
聖
人
初
無
二
語
也
、
充
之
則

睟
面
盎
背
。
推
而
達
之
、
則
篤
恭
而
天
下
平
矣
。」
胡
氏
曰
「
樊
遲
問
仁
者
三
、

此
最
先
、
先
難
次
之
、
愛
人
其
最
後
乎
。」」

（
11
）�
詳
し
く
は
、
拙
著
『
朱
子
哲
学
の
研
究
』（
前
掲
）
第
四
章
「
朱
子
の
「
理
」」。

第
八
章

子
曰
、
鳳
鳥
不
至
、
河
不
出
圖
。
吾
已
矣
夫
。
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（「
鳳
鳥
至
ず
」
と
は
、
鳳
鳥
は
鳳
凰
の
こ
と
で
あ
り
、
雄
は
「
鳳
」
と
言
い
、

雌
は
「
凰
」
と
言
う
。
舜
の
時
に
は
そ
の
音
楽
「
韶
」
が
演
奏
さ
れ
る
と
、
鳳
凰

が
飛
来
し
て
容
儀
が
あ
り
、
周
が
興
る
文
王
の
時
に
は
鳳
凰
が
「
岐
山
」
で
鳴
い

た
の
だ
が
、
い
ま
は
、
鳳
凰
が
飛
来
す
る
こ
と
は
な
い
の
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。「
河
、図
を
出
だ
さ
ず
」
と
は
、伏
羲
が
天
下
の
王
に
な
っ
た
時
に
河
か
ら
「
龍

馬
」（
形
が
馬
に
似
て
い
る
龍
）
が
図
を
背
負
っ
て
出
て
き
た
の
だ
が
、
い
ま
は

河
か
ら
図
を
背
負
っ
た
龍
馬
が
現
れ
る
こ
と
は
な
い
の
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

孔
子
は
、「
鳳
鳥
至
ず
、
河
、
圖
を
出
だ
さ
ず
。」
と
言
わ
れ
て
、
当
時
自
国
に
伏

羲
、
舜
、
文
王
の
よ
う
な
聖
な
る
王
者
が
い
な
か
っ
た
こ
と
を
嘆
か
れ
た
の
で
あ

る
。「
吾
已
ん
ぬ
る
か
な
」
と
は
、
孔
子
が
、
自
分
の
「
文
章
」（
礼
の
徳
が
外
に

現
れ
る
も
の
と
し
て
の
礼
楽
の
各
種
細
々
な
礼
儀
作
法
や
法
令
制
度
や
各
種
経
書

の
文
辞
）
も
、
そ
の
世
に
役
に
立
つ
こ
と
は
も
う
な
い
の
を
知
っ
た
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。）

孔
子
が
言
わ
れ
た
。「
鳳
凰
は
飛
ん
で
こ
な
い
し
、
河
か
ら
図
も
出
て
こ
な
い
。

私
の
「
文
章
」
も
、
世
に
役
に
立
つ
こ
と
は
も
う
な
い
ね
。」

集
注

　

夫
、
音
扶
。
〇
鳳
、
靈
鳥
、
舜
時
來
儀
、
文
王
時
鳴
於
岐
山
。
河
圖
、
河
中
龍
馬
負
圖
、

伏
羲
時
出
、
皆
聖
王
之
瑞
也
。
已
、
止
也
。
〇
張
子
曰
「
鳳
至
圖
出
、
文
明
之
祥
。
伏
羲
、

舜
、
文
之
瑞
不
至
、
則
夫
子
之
文
章
知
其
已
矣
。」

訳
　
「
夫
」
は
、「
扶
」
と
発
音
す
る
。
〇
「
鳳
は
、
霊
鳥
」（
つ
ま
り
、「
鳳
」
は
、
霊
的

な
鳥
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。
雄
は
「
鳳
」
と
言
い
、
雌
は
「
凰
」
と
言
う
。
鳳
凰
の

習
性
は
、「
梧
桐
」（
ア
オ
ギ
リ
）
に
し
か
棲
息
せ
ず
、「
竹
実
」（
竹
の
実
）
し
か
食
べ

な
い
。
鳳
凰
は
、
鳥
類
中
の
最
も
霊
的
な
存
在
で
あ
っ
て
鳥
類
が
皆
鳳
凰
に
従
う
の
で

あ
る
。「
霊
」
と
は
、「
神
霊
」（
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、
仁
義
礼
を
感
じ
て
信
ず
る
能
力
）

が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

１
）。）、「

舜
の
時
来
儀
し
、
文
王
の
時
岐
山
に
鳴
く
。」（
つ

ま
り
、
舜
の
時
に
は
そ
の
音
楽
「
韶
」
が
演
奏
さ
れ
る
と
、
鳳
凰
が
飛
来
し
て
容
儀
が

あ
り
、周
が
興
る
文
王
の
時
に
は
鳳
凰
が
「
岐
山
」
で
鳴
い
た
、と
い
う
こ
と
。「
韶
」
は
、

舜
の
音
楽
で
あ
り
、
孔
子
は
「
盡
美
矣
、
又
盡
善
也
。」（
美
を
尽
く
し
、
ま
た
善
を
尽

く
し
た
。）
と
絶
賛
さ
れ
た
の
で
あ
る
。「
岐
山
」
は
、
周
太
王
（
つ
ま
り
、
文
王
の
祖

父
古
公
亶
父
）
が
岐
山
で
築
い
た
「
邑
」（
町
）
の
こ
と
で
あ
る（

２
）。）「
河
図
は
、
河
中
の

龍
馬
図
を
負
ひ
、
伏
羲
の
時
出
づ
。」（
つ
ま
り
、
河
図
は
、
河
の
中
か
ら
龍
馬
が
図
を

背
負
い
、伏
羲
が
天
下
の
王
に
な
っ
た
時
に
出
て
き
た
、と
い
う
こ
と
。「
河
」
と
は
、「
栄

河
」
の
こ
と
で
あ
る
。「
龍
馬
」
と
は
、
形
が
馬
に
似
て
い
る
龍
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
図
を
負
ふ
」
と
は
、
図
を
背
負
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
伏
羲
の
時
に
現
れ
た

龍
馬
が
背
負
っ
て
い
た
図
に
つ
い
て
の
記
述
が
各
種
の
文
献
に
見
え
な
い
が
、『
尚
書
中

候
』
に
は
、
尭
の
時
に
、
河
洛
に
壇
を
築
い
て
、
龍
が
「
甲
」（
面
積
が
九
尺
の
亀
の
甲

羅
の
よ
う
な
も
の
で
、
緑
色
の
地
に
赤
色
の
模
様
が
あ
っ
て
そ
れ
が
字
に
見
え
る
、
こ

う
い
う
も
の
）
を
銜
え
て
河
か
ら
出
て
き
て
、
そ
の
築
い
た
壇
に
近
づ
き
、
銜
え
て
い

た
図
を
置
い
て
去
っ
て
行
っ
た
、
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
伏
羲
が
龍
馬
の
図
に
則
っ
て

八
卦
を
書
い
た
と
い
う
記
述
が
多
く
の
文
献
に
見
ら
れ
る
が
、『
易
學
啓
蒙
』
で
は
、
朱
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子
が
「「
天
生
神
物
」（「
神
物
」
と
は
、
易
の
占
い
用
の
蓍
（
め
ど
ぎ
）
や
占
い
用
の
亀

の
こ
と
）、「
天
地
変
化
」（
草
木
の
生
い
茂
る
こ
と
が
天
地
変
化
の
現
れ
）、「
天
垂
象
見

吉
凶
」（
日
月
星
辰
は
天
が
著
し
た
象
）、「
河
出
圖
、
洛
出
書
」、
こ
の
四
者
が
「
易
」

を
創
作
し
た
そ
の
由
る
と
こ
ろ
だ
。」
と
説
明
し
て
い
る（

３
）。）
こ
れ
ら
は
皆
、
聖
な
る
王

者
の
瑞
祥
で
あ
る
。「
已
」
は
、
止
む
こ
と
あ
る
。
〇
張
子
（
張
載
、
字
は
子
厚
、
横
渠

先
生（

４
））
が
言
っ
た
。「
鳳
が
飛
来
し
図
が
現
れ
る
の
は
、「
文
明
」（「
文
」
と
は
、「
文
章
」

で
あ
る
。「
明
」
は
、「
明
著
」（「
昭
著
」、
つ
ま
り
、
天
下
に
遍
く
明
ら
か
に
示
す
こ
と

で
あ
る
。「
文
章
」
は
、
礼
の
徳
が
外
に
現
れ
る
も
の
と
し
て
の
礼
楽
の
各
種
細
々
な
礼

儀
作
法
や
法
令
制
度
や
各
種
経
書
の
文
辞
が
皆
「
文
章
」
あ
る（

５
）。）
の
瑞
兆
で
あ
る
。「
伏

羲
、
舜
、
文
の
瑞
至
ら
ざ
れ
ば
」（
つ
ま
り
、
伏
羲
、
舜
、
文
王
の
瑞
兆
が
現
れ
な
け
れ
ば
、

と
い
う
こ
と
。
こ
れ
は
即
ち
「
鳳
鳥
至
ら
ず
、
河
、
図
を
出
さ
ず
」（
鳳
凰
が
飛
来
せ
ず
、

河
か
ら
図
が
現
れ
ず
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
朱
子
は
、「
聖
人
は
言
葉
遣
い
が
謙
虚
で
あ

る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、「
自
ら
諱
む
を
得
ず
」（
つ
ま
り
、
自
ら
忌
む
こ
と
が
で
き

な
い
）
時
も
あ
る
。」
と
説
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
自
国
の
君
主
の
悪
を
忌
む
の
は
礼

の
許
す
こ
と
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
孔
子
は
「
鳳
鳥
至
ら
ず
、
河
、
図
を
出
さ
ず
」

と
言
わ
れ
て
、
当
時
の
世
に
は
伏
羲
、
舜
の
よ
う
な
聖
な
る
王
者
が
い
な
か
っ
た
こ
と

を
明
示
さ
れ
た
の
で
あ
る（

６
）。）、
孔
子
の
「
文
章
」（
礼
の
徳
が
外
に
現
れ
る
も
の
と
し
て

の
礼
楽
の
各
種
細
々
な
礼
儀
作
法
や
法
令
制
度
や
各
種
経
書
の
文
辞
）
も
、
そ
の
世
に

役
に
立
つ
こ
と
は
も
う
な
い
の
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。」

注（
1
）�『
詩
經
集
傳
』
大
雅
・
生
民
之
十
・
卷
阿
「
鳳
凰
于
飛
、
翽
翽
其
羽
、
亦
集
爰
止
。

藹
藹
王
多
吉
士
。
維
君
子
使
、
媚
於
天
子
。
…
…
。
鳳
凰
鳴
矣
、
于
彼
高
岡
。

梧
桐
生
矣
、
于
彼
朝
陽 

。
菶
菶
萋
萋
、
雝
雝
喈
喈
。」
朱
子
注
「「
鳳
凰
、
靈
鳥
也
。

雄
曰
鳳
、
雌
曰
凰
。
翽
翽
、
羽
聲
也
。
鄭
氏
以
為
、
因
時
鳳
凰
至
、
故
以
為
喩
。

理
或
然
也
。
藹
藹
、
衆
多
也
。
媚
、
順
愛
也
。
○
鳳
凰
于
飛
、
則
翽
翽
其
羽
、

而
集
於
其
止
矣
。
藹
藹
王
多
吉
士
、
則
維
王
之
所
使
、
而
皆
媚
于
天
子
矣
。
旣

曰
君
子
、
又
曰
天
子
、
猶
曰
王
于
出
征
、
以
佐
天
子
云
爾
。」「
鳳
凰
之
性
、
非

梧
桐
不
棲
。
非
竹
實
不
食
。
菶
菶
萋
萋
、
梧
桐
生
之
盛
也
。
雝
雝
喈
喈
、
鳳
凰

鳴
之
和
也
。」『
孟
子
集
注
』
公
孫
丑
章
句
上
「
有
若
曰
、
豈
惟
民
哉
。
麒
麟
之

於
走
獸
、
鳳
凰
之
於
飛
鳥
、
太
山
之
於
丘
垤
、
河
海
之
於
行
潦
、
類
也
。
聖
人

之
於
民
、亦
類
也
。
出
於
其
類
、拔
乎
其
萃
、自
生
民
以
來
、未
有
盛
於
孔
子
也
。」

朱
子
注
「
麒
麟
、
毛
蟲
之
長
。
鳳
凰
、
羽
蟲
之
長
。
垤
、
蟻
封
也
。
行
潦
、
道

上
無
源
之
水
也
。
出
、
高
出
也
。
拔
、
特
起
也
。
萃
、
聚
也
。
言
自
古
聖
人
、

固
皆
異
於
衆
人
、
然
未
有
如
孔
子
之
尤
盛
者
也
。」『
大
學
章
句
』
第
五
章
「
閒

嘗
竊
取
程
子
之
意
以
補
之
曰
「
所
謂
致
知
在
格
物
者
、
言
欲
致
吾
之
知
、
在
即

物
而
窮
其
理
也
。
蓋
人
心
之
靈
莫
不
有
知
、
而
天
下
之
物
莫
不
有
理
、
惟
於
理

有
未
窮
、故
其
知
有
不
盡
也
。」『
禮
記
正
義
』「
何
謂
四
靈
、麟
鳯
龜
龍
謂
之
四
靈
。

故
龍
以
為
畜
、
故
魚
鮪
不
淰
。
鳯
以
為
畜
、
故
鳥
不
獝
。
麟
以
為
畜
。
故
獸
不
狘
。

龜
以
為
畜
、
故
人
情
不
失
。」
孔
頴
達
疏
「
正
義
曰
、
此
一
經
以
上
有
四
靈
之
文
、

更
復
解
四
靈
之
事
、
故
記
人
假
問
答
以
明
四
靈
也
。「
何
謂
四
靈
。
麟
鳳
龜
龍
謂

之
四
靈
」
者
、
問
答
四
靈
名
也
。
謂
之
「
靈
」
者
、
謂
神
靈
。
以
此
四
獸
皆
有

神
靈
、
異
於
他
物
、
故
謂
之
靈
。
○
「
故
龍
以
為
畜
、
故
魚
鮪
不
淰
」、
解
飲
食

有
由
之
義
也
。
淰
、
水
中
驚
走
也
。
魚
鮪
、
從
龍
者
、
龍
既
來
為
人
之
畜
、
故
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其
屬
見
人
不
淰
然
驚
走
也
。
○
「
鳳
以
為
畜
、
故
鳥
不
獝
」、
獝
、
驚
飛
也
。
鳥

從
鳳
來
、
鳳
既
來
為
人
之
畜
、
故
其
屬
見
人
不
獝
然
驚
飛
也
。
○
「
麟
以
為
畜
、

故
獸
不
狘
」、
狘
、
驚
走
也
。
獸
、
從
麟
者
、
麟
既
來
為
人
之
畜
、
故
其
屬
見
人

不
狘
然
驚
走
也
。
○
「
龜
以
為
畜
、
故
人
情
不
失
」、
以
龜
知
人
情
、
龜
既
來
應
人
、

知
人
情
善
惡
、
故
人
各
守
其
行
、
其
情
不
失
也
。
然
上
三
靈
皆
言
其
長
來
而
族
至
、

則
此
應
云
「
龜
以
為
畜
、
而
甲
族
馴
狎
」、
今
獨
云
「
其
感
信
而
至
」
者
、
與
上

三
族
相
互
也
。
此
言
感
信
、
則
上
亦
感
仁
義
禮
而
至
也
。
但
因
龜
是
知
人
情
之

易
見
者
、
故
就
龜
而
言
耳
。
又
初
陳
四
靈
、
麟
在
初
者
、
孔
子
獲
麟
、
記
者
、

隨
時
所
見
為
先
也
。
後
列
以
龍
為
首
、
依
四
方
之
舊
次
也
。」

（
2
）�『
史
記
』
夏
本
紀
「
簫
韶
九
成
、
鳳
皇
來
儀
。」
裴
駰
集
解
「
孔
安
國
曰
、
簫
韶
、

舜
樂
名
。
備
樂
九
奏
而
致
鳳
皇
也
。」『
尚
書
正
義
』
虞
書
・
益
稷
「
簫
韶
九
成
、

鳳
皇
來
儀
。」
孔
安
國
傳
「
韶
、
舜
樂
名
。
言
簫
、
見
細
器
之
備
。
雄
曰
鳳
、
雌

曰
皇
、
靈
鳥
也
。
儀
、
有
容
儀
。
備
樂
九
奏
而
致
鳳
皇
、
則
餘
鳥
獸
不
待
九
而

率
舞
。」『
国
語
』「
周
之
興
也
、
鸑
鷟
鳴
於
岐
山
。」
韋
昭
注
「
三
君
云
、
鸑
鷟
、

鸞
鳯
之
别
名
也
。
詩
云
、
鳯
皇
鳴
矣
、
于
彼
髙
岡
。
其
在
岐
山
之
舊
乎
。」『
詩

經
集
傳
』「
鳳
凰
鳴
矣
、
於
彼
高
岡
。
梧
桐
生
矣
、
于
彼
朝
陽
。」
朱
子
注
「
山

之
東
曰
朝
陽
。
鳳
凰
之
性
、
非
梧
桐
不
棲
、
非
竹
實
不
食
。」『
論
語
集
注
』
八

佾
「
子
謂
韶
、
盡
美
矣
、
又
盡
善
也
。」
朱
子
注
「
韶
、
舜
樂
。
武
、
武
王
樂
。

美
者
、
聲
容
之
盛
。
善
者
、
美
之
實
也
。」『
朱
子
語
類
』
論
語
七
・
八
佾
篇
・

子
謂
韶
盡
美
矣
章
「
問
「
集
注
「
美
者
、
聲
容
之
盛
。
善
者
、
美
之
實
。」
如
何

是
美
之
實
。」
曰
「
據
書
中
說
韶
樂
云
「
德
惟
善
政
、
政
在
養
民
、
水
火
金
木
土

穀
惟
修
、
正
德
利
用
厚
生
惟
和
。
九
功
惟
敘
、
九
敘
惟
歌
。」
此
是
韶
樂
九
章
。」

『
朱
子
語
類
』
論
語
十
七
・
泰
伯
篇
・
泰
伯
其
可
謂
至
德
章
「
又
曰
「
公
劉
時
得

一
上
做
得
盛
、
到
太
王
被
狄
人
苦
楚
時
、
又
衰
了
。
太
王
又
旋
來
那
岐
山
下
做

起
家
計
。
但
岐
山
下
却
亦
是
商
經
理
不
到
處
、
亦
是
空
地
。
當
時
邠
也
只
是
一

片
荒
涼
之
地
、
所
以
他
去
那
裏
輯
理
起
來
。」
ま
た
、「
吳
伯
英
問
「
泰
伯
知
太

王
欲
傳
位
季
歷
、
故
斷
髮
文
身
、
逃
之
荊
蠻
、
示
不
復
用
、
固
足
以
遂
其
所
志
、

其
如
父
子
之
情
何
。」
曰
「
到
此
却
顧
恤
不
得
。
父
子
君
臣
、
一
也
。
太
王
見
商

政
日
衰
、
知
其
不
久
、
是
以
有
翦
商
之
意
、
亦
至
公
之
心
也
。
至
於
泰
伯
、
則

惟
知
君
臣
之
義
、
截
然
不
可
犯
也
、
是
以
不
從
。
二
者
各
行
其
心
之
所
安
、
聖

人
未
常
說
一
邊
不
是
、
亦
可
見
矣
。」『
論
語
集
注
』
泰
伯
「
子
曰
、
泰
伯
、
其

可
謂
至
德
也
已
矣
。
三
以
天
下
讓
、
民
無
得
而
稱
焉
。」
朱
子
注
「
泰
伯
、
周
大

王
之
長
子
。
至
德
、
謂
德
之
至
極
、
無
以
復
加
者
也
。
三
讓
、
謂
固
遜
也
。
無

得
而
稱
、
其
遜
隱
微
、
無
跡
可
見
也
。
蓋
大
王
三
子
、
長
泰
伯
、
次
仲
雍
、
次

季
歷
。
大
王
之
時
、
商
道
寖
衰
、
而
周
日
強
大
。
季
歷
又
生
子
昌
、
有
聖
德
。

大
王
因
有
翦
商
之
志
、
而
泰
伯
不
從
、
大
王
遂
欲
傳
位
季
歷
以
及
昌
。
泰
伯
知
之
、

即
與
仲
雍
逃
之
荊
蠻
。
於
是
大
王
乃
立
季
歷
、
傳
國
至
昌
、
而
三
分
天
下
有
其
二
、

是
為
文
王
。
文
王
崩
、
子
發
立
、
遂
克
商
而
有
天
下
、
是
為
武
王
。」『
史
記
』

周
本
紀
「
公
叔
祖
類
卒
、
子
古
公
亶
父
立
、
古
公
亶
父
復
修
后
稷
、
公
劉
之
業
、

積
德
行
義
、
國
人
皆
戴
之
。
薰
育
戎
狄
攻
之
、
欲
得
財
物
、
予
之
。
已
復
攻
、

欲
得
地
與
民
。
民
皆
怒
、
欲
戰
。
古
公
曰
「
有
民
立
君
、
將
以
利
之
。
今
戎
狄

所
為
攻
戰
、
以
吾
地
與
民
。
民
之
在
我
、
與
其
在
彼
、
何
異
。
民
欲
以
我
故
戰
、

殺
人
父
子
而
君
之
、
予
不
忍
為
。」
乃
與
私
屬
遂
去
豳
、
度
漆
、
沮
、
止
於
岐
下
。

豳
人
舉
國
扶
老
攜
弱
、
盡
復
歸
古
公
於
岐
下
。
及
他
旁
國
聞
古
公
仁
、
亦
多
歸
之
。
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於
是
古
公
乃
貶
戎
狄
之
俗
、而
營
築
城
郭
室
屋
、而
邑
別
居
之
。」
裴
駰
集
解
「
徐

廣
曰
「
分
別
而
為
邑
落
也
。」」

（
3
）�『
尚
書
正
義
』
上
五
經
正
義
表
「
龍
圖
出
於
榮
河
、
以
彰
八
卦
、
故
能
範
圍
天
地
、

埏
埴
隂
陽
、
道
濟
四
溟
。」『
尚
書
正
義
』
周
書
・
顧
命
「
大
玉
、
夷
玉
、
天
球
、

河
圖
、
在
東
序
。」
孔
安
国
傳
「
河
圖
、
八
卦
。
伏
犧
王
天
下
、
龍
馬
出
河
、
遂

則
其
文
以
畫
八
卦
、
謂
之
河
圖
、
及
典
謨
皆
歷
代
傳
寶
之
。」『
禮
記
正
義
』
禮

運
「
河
出
馬
圖
、
鳳
皇
麒
麟
、
皆
在
郊
棷
。
龜
龍
在
宮
沼
、
其
餘
鳥
獸
之
卵
胎
、

皆
可
俯
而
闚
也
。」
鄭
玄
注
「
馬
圖
、
龍
馬
負
圖
而
出
也
。」
孔
頴
達
疏
「「
河
出

馬
圖
」、
按
中
候
・
握
河
紀
「
堯
時
受
河
圖
、
龍
銜
赤
文
綠
色
。」
注
云
「
龍
而

形
象
馬
、
故
云
馬
圖
、
是
龍
馬
負
圖
而
出
。」
又
云
「
伏
羲
氏
有
天
下
、
龍
馬
負

圖
出
於
河
、
遂
法
之
、
畫
八
卦
。」」『
尚
書
中
候
疏
証
』（
鄭
元
注
、
皮
錫
瑞
疏
証
）

「
帝
堯
文
明
、
德
政
清
平
、
比
隆
伏
羲
。（
注
：
伏
羲
氏
有
天
下
、
龍
馬
負
圖
出

於
河
、
遂
法
之
、
畫
八
卦
。
又
龜
書
、
洛
出
之
也
。）
帝
堯
即
政
七
十
載
、（
注
：

或
云
七
十
二
年
）
…
…
。
伯
禹
拜
曰
、
昔
黄
帝
軒
轅
、
提
象
、
配
永
循
機
。（
注
：

軒
轅
、
黃
帝
名
。
永
、
長
也
。
循
、
順
也
。
黃
帝
軒
轅
、
觀
攝
提
之
象
、
配
而

行
之
、
以
長
順
斗
機
、
為
政
焉
。）
…
…
。
鳳
皇
巢
阿
閣
讙
樹
。
麒
麟
在
囿
、（
注
：

麒
似
大
麋
一
角
、
麟
似
馬
而
無
角
、
赤
目
。）
鸞
烏
在
儀
。
黄
帝
東
巡
至
洛
、
河

出
龍
圖
、
洛
出
龜
書
曰
威
、
赤
文
像
字
、
以
授
軒
轅
。（
注
：
靈
龜
負
書
所
出
黄
帝
。

威
、
則
也
。）
堯
曰
、
皇
道
帝
德
、
非
朕
所
専
。
脩
壇
河
洛
、
仲
月
辛
日
昧
明
、

帝
立
壇
磬
、
折
西
向
、
禹
進
迎
。
舜
契
陪
位
、
稷
辨
護
。（
注
：
進
迎
、
接
神
也
。

稷
、
官
名
、
謂
棄
。
辨
護
者
、
供
時
用
相
禮
儀
。）
乃
沈
璧
於
河
、
禮
備
至
於
日
稷
。

榮
光
出
河
、
休
氣
四
塞
、（
注
：
榮
光
五
色
、
從
河
水
中
出
。
休
、
美
也
。
美
氣

四
塞
、
炫
耀
四
方
也
。）
白
雲
起
、
回
風
摇
、
龍
馬
衔
甲
、
赤
文
綠
色
、
自
河
而
出
。

（
注
：
龍
而
形
象
馬
、
故
云
馬
圖
、
是
龍
馬
負
圖
而
出
。
赤
熛
怒
之
使
也
。
甲
所

以
藏
圖
、
王
者
有
仁
德
、
則
龍
馬
見
也
。
其
文
赤
色
而
綠
地
也
。）
臨
壇
止
霽
、

吐
甲
圖
而
䠠
。（
注
：
霽
齊
、
亦
止
也
。
䠠
、
去
也
。）
甲
似
龜
背
、
廣
袤
九
尺
、

平
上
五
色
、
頦
下
有
赤
文
似
字
、
上
有
列
宿
斗
正
之
度
、
帝
王
錄
紀
、
興
亡
之
數
。

帝
乃
寫
其
文
、
藏
之
東
序
。」『
易
學
啓
蒙
』
易
學
啓
蒙
一
・
本
圖
書
第
一
「
易

大
傳
曰
、
河
出
圖
、
洛
出
書
、
聖
人
則
之
。
孔
安
國
云
、
河
圖
者
、
伏
羲
氏
王

天
下
、
龍
馬
出
河
、
遂
則
其
文
以
畫
八
卦
。
洛
書
者
、
禹
治
水
時
、
神
龜
負
文

而
列
於
背
、
有
數
至
九
、
禹
遂
因
而
第
之
、
以
成
九
類
。」『
易
學
啓
蒙
』
易
學

啓
蒙
二
・
原
卦
畫
第
二
「
古
者
包
羲
氏
之
王
天
下
也
、
仰
則
觀
象
於
天
、
俯
則

觀
法
於
地
、
觀
鳥
獸
之
文
與
地
之
宜
、
近
取
諸
身
、
遠
取
諸
物
、
於
是
始
作
八
卦
、

以
通
神
明
之
德
、
以
類
萬
物
之
情
。
易
有
太
極
、
是
生
兩
儀
、
兩
儀
王
四
象
、

四
象
生
八
卦
。
大
傳
又
言
包
羲
畫
卦
所
取
如
此
、
則
易
非
獨
以
河
圖
而
作
也
。

蓋
盈
天
地
之
間
、
莫
非
太
極
陰
陽
之
妙
、
聖
人
於
此
仰
觀
俯
察
、
遠
求
近
取
、

固
有
以
超
然
而
默
契
霧
其
心
矣
。
故
自
兩
儀
之
末
分
也
、
渾
然
太
極
、
而
兩
儀
、

四
象
、
六
十
四
卦
之
理
、
已
粲
然
於
其
中
。」『
周
易
本
義
』
繋
辭
上
傳
「
天
一
、

地
二
。
天
三
、
地
四
、
天
五
、
地
六
、
天
七
、
地
八
、
天
九
、
地
十
。」
朱
子
注

「
此
言
天
地
之
數
、
陽
竒
隂
耦
、
即
所
謂
河
圖
者
也
。」『
周
易
本
義
』
繋
辭
上
傳

「
是
故
天
生
神
物
、
聖
人
則
之
。
天
地
變
化
、
聖
人
效
之
。
天
垂
象
見
吉
凶
、
聖

人
象
之
。
河
出
圖
、
洛
出
書
、
聖
人
則
之
。」
朱
子
注
「
此
四
者
、
聖
人
作
易
之

所
由
也
。
河
圖
洛
書
詳
見
啟
蒙
」『
朱
子
語
類
』
易
二
・
綱
領
上
之
下
・
卜
筮
「
熟

讀
六
十
四
卦
、
則
覺
得
繫
辭
之
語
直
為
精
密
、
是
易
之
括
例
。
要
之
、
易
書
是
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為
卜
筮
而
作
。
如
云
「
定
天
下
之
吉
凶
、
成
天
下
之
亹
亹
者
、
莫
大
乎
蓍
龜
。」

又
云
「
天
生
神
物
、
聖
人
則
之
。」
則
專
為
卜
筮
也
。」『
朱
子
語
類
』
論
語
九
・

里
仁
篇
下
・
子
曰
參
乎
章
「
徐
仁
父
問
「「
充
擴
得
去
、
則
天
地
變
化
、
草
木
蕃
。

充
擴
不
去
、
則
天
地
閉
、
賢
人
隱
」、
如
何
。」
曰
「
只
管
充
擴
將
去
、
則
萬
物

只
管
各
得
其
分
。
只
就
「
己
所
不
欲
勿
施
於
人
」
上
面
擴
充
將
去
、
若
充
之
於

一
家
、
則
一
家
得
其
所
。
充
之
於
一
國
、
則
一
國
得
其
所
。
無
施
而
不
得
其
所
、

便
是
「
天
地
變
化
、
草
木
番
」。
若
充
擴
不
去
、
則
這
裏
出
門
便
行
不
得
、
便
窒

塞
了
、
如
何
更
施
諸
人
、
此
便
是
「
天
地
閉
、
賢
人
隱
」
底
道
理
。」『
朱
子
語
類
』

鬼
神
「
僩
問
「「
天
神
地
祇
人
鬼
。」
地
何
以
曰
「
祇
」。」
曰
「「
祇
」
字
只
是
「
示
」

字
。
蓋
天
垂
三
辰
以
著
象
、
如
日
月
星
辰
是
也
。
地
亦
顯
山
川
草
木
以
示
人
、

所
以
曰
「
地
示
」。」

（
4
）�『
張
子
正
蒙
』
巻
三
・
三
十
篇
第
十
一
「
鳳
至
圖
出
、
文
明
之
祥
。
伏
羲
、
舜
、

文
之
瑞
不
至
、
則
夫
子
之
文
章
知
其
已
矣
。」

（
5
）�『
朱
子
語
類
』
孟
子
九
・
告
子
上
・
仁
人
心
也
章
「
禮
本
是
文
明
之
理
、
其
發
便

知
有
辭
遜
。」『
朱
子
語
類
』
尚
書
一
・
舜
典
「「
濬
哲
文
明
、
溫
恭
允
塞
」、
細

分
是
八
字
、
合
而
言
之
、
却
只
是
四
事
。
濬
、
是
明
之
發
處
。
哲
、
則
見
於
事
也
。

文
、
是
文
章
。
明
、
是
明
著
。
易
中
多
言
「
文
明
」。
允
、
是
就
事
上
說
。
塞
、

是
其
中
實
處
。」『
論
語
集
注
』
公
冶
長
「
子
貢
曰
、
夫
子
之
文
章
、
可
得
而
聞
也
。

夫
子
之
言
性
與
天
道
、
不
可
得
而
聞
也
。」
朱
子
注
「
文
章
、
德
之
見
乎
外
者
、

威
儀
文
辭
皆
是
也
。」『
中
庸
章
句
』
第
二
十
七
章
「
優
優
大
哉
。
禮
儀
三
百
、

威
儀
三
千
。」
朱
子
注
「
優
優
、
充
足
有
餘
之
意
。
禮
儀
、
經
禮
也
。
威
儀
、
曲

禮
也
。
此
言
道
之
入
於
至
小
而
無
閒
也
。」『
論
語
集
注
』
雍
也
「
今
也
則
亡
、

未
聞
好
學
者
也
。」
朱
子
注
「
今
人
乃
謂
聖
本
生
知
、非
學
可
至
、而
所
以
為
學
者
、

不
過
記
誦
文
辭
之
間
、其
亦
異
乎
顏
子
之
學
矣
。」『
論
語
集
注
』
泰
伯
「
巍
巍
乎
、

其
有
成
功
也
。
煥
乎
、
其
有
文
章
。」
朱
子
注
「
煥
、
光
明
之
貌
。
文
章
、
禮
樂

法
度
也
。」『
朱
子
語
類
』
中
庸
二
・
第
十
二
章
「
問
「「
上
下
察
」
與
「
察
乎
天
地
」、

兩
箇
「
察
」
字
同
異
。」
曰
「
只
一
般
。
此
非
觀
察
之
「
察
」、
乃
昭
著
之
意
、

如
「
文
理
密
察
」、「
天
地
明
察
」
之
「
察
」。
經
中
「
察
」
字
、
義
多
如
此
。」
廣
。

閎
祖
錄
云
「「
事
地
察
」、「
天
地
明
察
」、「
上
下
察
」、「
察
乎
天
地
」、「
文
理
密

察
」、
皆
明
著
之
意
。」
ま
た
、「
問
「「
上
下
察
」、
是
此
理
流
行
、
上
下
昭
著
。

下
面
「
察
乎
天
地
」、是
察
見
天
地
之
理
、或
是
與
上
句
「
察
」
字
同
意
。」
曰
「
與

上
句
「
察
」
字
同
意
、
言
其
昭
著
遍
滿
於
天
地
之
間
。」『
中
庸
章
句
』
第
十
二

章
「
詩
云
、
鳶
飛
戾
天
、
魚
躍
于
淵
。
言
其
上
下
察
也
。」
朱
子
注
「
鳶
、
鴟
類
。

戾
、
至
也
。
察
、
著
也
。
子
思
引
此
詩
以
明
化
育
流
行
、
上
下
昭
著
、
莫
非
此

理
之
用
、
所
謂
費
也
。」

（
6
）�『
朱
子
語
類
』
論
語
十
八
・
子
罕
篇
上
・
鳳
鳥
不
至
章
「「
鳳
鳥
不
至
。」
聖
人
尋

常
多
有
謙
詞
、
有
時
亦
自
諱
不
得
。」『
論
語
集
注
』
述
而
「
陳
司
敗
問
昭
公
知

禮
乎
。
孔
子
曰
、
知
禮
。
孔
子
退
、
揖
巫
馬
期
而
進
之
、
曰
、
吾
聞
君
子
不
黨
、

君
子
亦
黨
乎
。
君
取
於
吳
為
同
姓
、
謂
之
吳
孟
子
。
君
而
知
禮
、
孰
不
知
禮
。

巫
馬
期
以
告
。
子
曰
、
丘
也
幸
、
苟
有
過
、
人
必
知
之
。」
朱
子
注
「「
禮
不
娶

同
姓
、
而
魯
與
吳
皆
姬
姓
。
謂
之
吳
孟
子
者
、
諱
之
使
若
宋
女
子
姓
者
然
。」「
孔

子
不
可
自
謂
諱
君
之
惡
、
又
不
可
以
娶
同
姓
為
知
禮
、
故
受
以
為
過
而
不
辭
。」」

『
論
語
集
解
義
疏
』
何
晏
集
注
「
孔
安
國
曰
、以
司
敗
之
言
告
也
。
諱
國
惡
、禮
也
。

聖
人
智
深
道
𢎞
、
故
受
以
為
過
也
。」
皇
侃
義
疏
「
云
「
諱
國
惡
、
禮
也
」
者
、
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諱
國
之
惡
是
禮
之
所
許
也
。」

第
九
章

子
見
齊
衰
者
、
冕
衣
裳
者
與
瞽
者
、
見
之
、
雖
少
必
作
。
過
之
、
必
趨
。

（「
齊
衰
者
」
と
は
、
喪
服
を
着
て
い
る
者
の
こ
と
で
あ
る
。「
冕
衣
裳
者
」
と
は
、

身
分
の
貴
い
（
爵
位
の
あ
る
）
者
の
こ
と
で
あ
る
。「
瞽
者
」
と
は
、
盲
目
の
者

の
こ
と
で
あ
る
。「
作
」
と
は
、
立
ち
上
が
る
こ
と
で
あ
る
。「
趨
」
と
は
、
速
く

歩
く
こ
と
で
あ
る
。）

孔
子
は
、
齊
衰
者
、
冕
衣
裳
者
と
瞽
者
、
こ
の
人
を
見
か
け
れ
ば
、
た
と
え
相
手

が
年
少
者
で
あ
っ
て
も
座
っ
て
い
る
時
に
は
必
ず
立
ち
上
が
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
人
の
前
に
通
過
す
る
時
に
は
必
ず
速
く
歩
い
て
通
行
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
こ
の
章
に
い
う
「
作
」
と
「
趨
」
は
、敬
意
を
表
す
行
為
で
あ
る
。「
冕
衣
裳
者
」

に
対
し
て
は
「
敬
」
の
心
か
ら
生
じ
た
尊
敬
（「
敬
」）
の
意
を
表
し
、「
齊
衰
者
」

に
対
し
て
は
「
敬
」
の
心
か
ら
生
じ
た
哀
傷
（「
哀
」）
の
意
を
表
し
、「
瞽
者
」

に
対
し
て
は
「
敬
」
の
心
か
ら
生
じ
た
憐
憫
（「
閔
」）
の
意
を
表
す
の
で
あ
る
。

聖
人
の
場
合
、
そ
の
よ
う
に
し
よ
う
と
意
識
し
な
く
て
も
そ
の
よ
う
に
す
る
こ
と

に
な
る
も
の
で
あ
り
、
意
識
し
な
く
て
も
自
ず
と
身
心
が
表
裏
一
致
す
る
も
の
で

あ
る
。）

集
注

　

齊
、
音
咨
。
衰
、
七
雷
反
。
少
、
去
聲
。
〇
齊
衰
、
喪
服
。
冕
、
冠
也
。
衣
、
上
服
。
裳
、

下
服
。
冕
而
衣
裳
、
貴
者
之
盛
服
也
。
瞽
、
無
目
者
。
作
、
起
也
。
趨
、
疾
行
也
。
或
曰
、

少
、
當
作
坐
。
〇
范
氏
曰
「
聖
人
之
心
、
哀
有
喪
、
尊
有
爵
、
矜
不
成
人
。
其
作
與
趨
、

蓋
有
不
期
然
而
然
者
。」
尹
氏
曰
「
此
聖
人
之
誠
心
、
內
外
一
者
也
。」

訳
　
「
齊
」
は
、「
咨
」
と
発
音
す
る
。「
衰
」
は
、「
七
」「
雷
」
の
反
（
つ
ま
り
、「cui

第

一
声
」
と
発
音
す
る
。
現
代
中
国
語
で
は
「shuai

第
一
声
」
と
発
音
す
る
）。「
少
」
は
、

去
声
（
第
四
声
、「
わ
か
し
」（
若
い
））
の
意
で
あ
る
。
〇
「
齊
衰
は
、喪
服
。」（
つ
ま
り
、

「
斉
衰
」
と
は
、喪
服
の
こ
と
で
あ
る
、と
い
う
こ
と
。
喪
服
に
は
、「
斬
衰
」「
斉
衰
」「
大

功
」「
小
功
」「
緦
麻
」
の
五
種
類
が
あ
り
、「
五
服
」
と
言
う
こ
と
も
あ
る
。「
五
服
」

は
主
に
、
死
者
と
の
血
縁
の
親
疎
に
よ
っ
て
喪
中
に
着
用
す
る
喪
服
の
こ
と
で
あ
る
が
、

国
君
が
亡
く
な
ら
れ
た
時
に
は
臣
下
や
国
民
が
「
斬
衰
」
と
い
う
喪
服
を
着
用
す
る
と

か
と
い
う
礼
の
規
定
も
あ
る
。「
斉
衰
」
は
、「
斬
衰
」
に
次
い
で
重
く
、
主
に
、
妻
を

亡
く
し
た
夫
や
祖
父
母
を
亡
く
し
た
孫
な
ど
が
着
用
す
る
喪
服
で
あ
る
。「
五
服
」
の
制

作
や
着
用
期
間
の
長
さ
な
ど
に
つ
い
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
細
か
い
規
定
が
あ
る
の
で
あ
る（

１
）。）

「
冕
」
は
、
冠
の
こ
と
で
あ
る
。「
衣
は
、
上
服
。
裳
は
、
下
服
。」（
つ
ま
り
、「
衣
」
は

上
半
身
に
着
用
す
る
服
で
あ
り
、「
裳
」
は
下
半
身
に
着
用
す
る
服
で
あ
る
、
と
い
う
こ

と
。「
裳
は
是
れ
下
体
の
服
」
と
い
う
朱
子
の
説
明
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、「
上
服
」
は
「
上

半
身
に
着
用
す
る
服
」の
意
と
解
す
る（

２
）。）「
冕
し
て
衣
裳
す
る
は
、貴
き
者
の
盛
服
な
り
。」

（
つ
ま
り
、
冠
を
被
っ
て
「
衣
裳
」
を
着
用
す
る
の
は
、
貴
い
者
の
整
っ
た
服
装
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
。「
盛
服
」
は
、
冠
と
衣
服
を
整
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
つ
ま

り
「
整
っ
た
服
装
」
の
意
だ
と
解
す
る
。『
論
語
注
疏
』
の
注
に
「
冕
と
は
、
冠
な
り
、
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大
夫
の
服
。」
と
あ
り
、「
冕
衣
裳
」
を
「
大
夫
の
服
」
と
解
釈
す
る（
３
）。）「

瞽
」
と
は
、「
無

目
者
」（「
不
能
察
言
觀
色
」（
つ
ま
り
人
の
言
葉
や
顔
色
を
観
察
す
る
こ
と
の
で
き
な
い

人
）
の
意
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
盲
目
の
人
の
こ
と（

４
））

で
あ
る
。「
作
は
、
起

つ
な
り
。
趨
は
、疾
く
行
く
な
り
。」（
つ
ま
り
、「
作
」
は
、立
つ
こ
と
で
あ
り
、「
趨
」
は
、

速
く
歩
く
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。「
齊
衰
者
」「
冕
衣
裳
者
」「
瞽
者
」
を
見
か
け

れ
ば
、
た
と
え
相
手
が
年
少
者
で
あ
っ
て
も
座
っ
て
い
る
時
に
は
必
ず
立
ち
上
が
る
の

で
あ
り
、
こ
の
人
の
前
を
通
過
す
る
時
に
は
必
ず
速
く
歩
い
て
通
行
す
る
の
で
あ
っ
た
。

「
作
」（
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、
立
ち
上
が
る
こ
と
）
と
「
趨
」（
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、

速
く
歩
く
こ
と
）
は
、
敬
意
を
表
す
も
の
で
あ
る
が
、「
冕
衣
裳
者
」
に
対
し
て
は
「
敬
」

の
心
か
ら
生
じ
た
尊
敬
（「
敬
」）
の
意
を
表
し
、「
齊
衰
者
」
に
対
し
て
は
「
敬
」
の
心

か
ら
生
じ
た
哀
傷
（「
哀
」）
の
意
を
表
し
、「
瞽
者
」
に
対
し
て
は
「
敬
」
の
心
か
ら
生

じ
た
憐
憫
（「
閔
」）
の
意
を
表
す
の
で
あ
る（

５
）。）
或
る
人
が
言
っ
た
。「
少
は
当
に
坐
に

作
る
べ
し
。」（
つ
ま
り
。「
小
」
の
字
は
「
坐
」
の
字
と
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。

『
史
記
』
に
は
「
齊
衰
、瞽
者
を
見
れ
ば
、童
子
と
雖
も
必
ず
変
ず
。」
と
あ
る
か
ら
、「
少
」

の
字
が
正
し
い
で
あ
ろ
う（

６
）。）
〇
范
氏
（
范
祖
禹
、
字
は
淳
甫
、
も
う
一
つ
の
字
は
夢

得（
７
））
が
言
っ
た
。「
聖
人
の
心
は
、
喪
事
の
あ
る
者
を
哀
し
み
、
爵
位
の
あ
る
者
を
尊
び
、

「
不
成
人
」（
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、
瞽
者
）
を
憐
れ
む
。
そ
の
「
作
」
と
「
趨
」
は
、「
蓋

し
然
る
を
期
ぜ
し
て
然
る
者
有
り
。」（
つ
ま
り
、
思
う
に
、
そ
の
よ
う
に
し
よ
う
と
意

識
し
な
く
て
も
そ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
に
な
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。「
期
」
に

は
「
予
期
す
る
、
望
む
」
の
意
味
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
即
ち
、
意
識
し
な
く
て
も
立

ち
上
が
っ
た
り
速
く
歩
い
た
り
す
る
こ
と
に
「
敬
」「
哀
」「
閔
」
の
気
持
ち
が
自
ず
と

現
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

８
）。）」
尹
氏
（
尹
焞
、
字
は
彥
明
、
も
う
一
つ
の
字
は
德

充（
９
））

が
言
っ
た
。「
こ
れ
は
聖
人
の
誠
心
で
あ
っ
て
、「
内
外
一
な
る
者
な
り
。」（
つ
ま
り
、

内
外
（
つ
ま
り
、
心
身
）
が
一
致
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。
朱
子
に
あ
っ

て
は
、「
敬
」
と
は
、「
主
一
」
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
即
ち
、
聖
人
は
意
識
し

な
く
て
も
自
ず
と
身
心
が
表
裏
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

（1
（

。）」

注（
1
）�『
禮
記
』
間
傳
「
父
母
之
喪
、
居
倚
廬
、
寢
苫
枕
塊
、
不
說
絰
帶
。
齊
衰
之
喪
、

居
堊
室
、
芐
翦
不
納
。
大
功
之
喪
、
寢
有
席
。
小
功
、
緦
麻
、
牀
可
也
。
此
哀

之
發
於
居
處
者
也
。
父
母
之
喪
、
既
虞
卒
哭
、
柱
楣
翦
屏
、
芐
翦
不
納
。
期
而

小
祥
、
居
堊
室
、
寢
有
席
。
又
期
而
大
祥
、
居
復
寢
、
中
月
而
禫
、
禫
而
牀
。

斬
衰
三
升
、
齊
衰
四
升
、
五
升
、
六
升
。
大
功
七
升
、
八
升
、
九
升
。
小
功
十
升
、

十
一
升
、
十
二
升
。
緦
麻
十
五
升
去
其
半
、
有
事
其
縷
、
無
事
其
布
曰
緦
。
此

哀
之
發
於
衣
服
者
也
。」
衛
湜
集
説
「
鄭
氏
曰
「
芐
、
今
之
蒲
苹
也
。
此
齊
衰
多

二
等
、
大
功
小
功
多
一
等
、
服
主
於
受
、
是
極
列
衣
服
之
差
也
。」
孔
氏
曰
「
此

明
初
遭
五
服
之
喪
、
居
處
之
異
、
及
遭
父
母
喪
至
終
服
、
所
居
改
變
之
節
。
又

明
五
服
精
麤
之
異
、「
芐
翦
不
納
」、
芐
為
蒲
苹
、
為
席
翦
頭
為
之
、
不
編
納
其
頭
、

而
藏
於
內
也
。
亦
有
斬
衰
不
居
倚
廬
者
、
則
雜
記
云
「
大
夫
居
廬
、
士
居
堊
室
」、

是
士
服
斬
衰
、而
居
堊
室
也
。
亦
有
齊
衰
之
喪
、不
居
堊
室
者
、喪
服
小
記
云
「
父

不
為
衆
子
次
於
外
。」
註
云
「
自
若
居
寢
」
是
也
。「
有
事
其
縷
、無
事
其
布
曰
緦
」

者
、
以
三
月
之
喪
、
治
其
麻
縷
、
其
細
如
絲
、
故
云
緦
麻
。
以
朝
服
十
五
升
、

抽
去
其
半
、
縷
細
而
疏
也
。「
有
事
其
縷
」、
事
、
謂
鍜
治
布
縷
也
。「
無
事
其
布
」、

謂
織
布
既
成
、
不
鍜
治
其
布
、
以
哀
在
外
故
也
。
案
喪
服
記
云
「
齊
衰
四
升
。」



『
論
語
集
注
』
訳
注
（
子
罕
第
九 （
二
））　
孫
　
路
易

（19）

此
經
云
「
四
升
、五
升
、六
升
。」
多
於
喪
服
篇
二
等
也
。
案
喪
服
記
「
大
功
八
升
、

若
九
升
。」
此
云
「
七
升
、八
升
、九
升
。」
是
多
喪
服
一
等
也
。
喪
服
記
又
云
「
小

功
十
升
、
若
十
一
升
。」
此
云
「
小
功
十
升
、
十
一
升
、
十
二
升
。」
是
多
於
喪

服
一
等
也
。
鄭
云
「
服
主
於
受
」
者
、
以
喪
服
之
經
、
主
於
受
服
者
而
言
、
以

大
功
之
殤
、
無
受
服
不
列
、
大
功
七
升
、
以
喪
服
父
母
為
主
、
欲
其
文
相
值
、

故
略
而
不
言
、
記
者
於
是
經
極
列
衣
服
之
差
、
所
以
齊
衰
多
二
等
、
大
功
小
功

多
一
等
也
。
嚴
陵
方
氏
曰
「
柱
廬
閒
之
楣
、
以
為
之
固
、
故
曰
「
柱
楣
。」
翦
廬

傍
屏
蔽
之
草
而
飾
之
、
故
曰
「
翦
屏
。」
八
十
一
縷
曰
升
、
一
服
而
升
數
不
同
者
、

以
有
正
服
、
義
服
故
也
。
所
謂
喪
多
而
服
五
者
、
此
也
。」『
朱
子
語
類
』
禮
二
・

儀
禮
・
喪
服
經
傳
「
今
人
齊
衰
用
布
太
細
、
又
大
功
、
小
功
皆
用
苧
布
、
恐
皆

非
禮
。
大
功
須
用
市
中
所
賣
火
麻
布
稍
細
者
、
或
熟
麻
布
亦
可
。
小
功
須
用
虔

布
之
屬
、
古
者
布
帛
精
粗
、
皆
有
升
數
、
所
以
說
「
布
帛
精
粗
不
中
度
、
不
鬻

於
市
」。
今
更
無
此
制
、
聽
民
之
所
為
。
所
以
倉
卒
難
得
中
度
者
、
只
得
買
來
自

以
意
擇
製
之
爾
。」
ま
た
、「
無
大
功
尊
。
父
母
本
是
期
、
加
成
三
年
。
祖
父
母
、

世
父
母
、
叔
父
母
、
本
是
大
功
、
加
成
期
。
其
曾
祖
父
母
小
功
、
及
從
祖
、
伯

父
母
、
叔
父
母
小
功
者
、
乃
正
服
之
不
加
者
耳
。」『
朱
子
語
類
』
本
朝
七
・
歴

代
二
「
或
問
「
文
帝
欲
短
喪
。
或
者
要
為
文
帝
遮
護
、
謂
非
文
帝
短
喪
、
乃
景

帝
之
過
。」
曰
「
恐
不
是
恁
地
。
文
帝
當
時
遺
詔
教
大
功
十
五
日
、
小
功
七
日
、

服
纖
三
日
。
或
人
以
為
當
時
當
服
大
功
者
只
服
十
五
日
、當
服
小
功
者
只
服
七
日
、

當
服
纖
者
只
三
日
、
恐
亦
不
解
恁
地
。
臣
為
君
服
、
不
服
則
已
、
服
之
必
斬
衰

三
年
、
豈
有
此
等
級
。
或
者
又
說
、
古
者
只
是
臣
為
君
服
三
年
服
、
如
諸
侯
為

天
子
、
大
夫
為
諸
侯
、
及
畿
內
之
民
服
之
。
於
天
下
吏
民
無
三
年
服
、
道
理
必

不
可
行
。
此
制
必
是
秦
人
尊
君
卑
臣
、
却
行
這
三
年
、
至
文
帝
反
而
復
之
耳
。」

（
2
）�『
朱
子
語
類
』
易
五
・
坤
「「
黃
裳
元
吉
」、不
過
是
在
上
之
人
能
以
柔
順
之
道
。
黃
、

中
色
、
裳
是
下
體
之
服
。
能
似
這
箇
、
則
無
不
吉
。」

（
3
）�『
禮
記
注
疏
』
中
庸
「
齊
明
盛
服
、非
禮
不
動
、所
以
脩
身
也
。」
孔
頴
達
疏
「「
齊

明
盛
服
」
者
、
齊
、
謂
整
齊
。
明
、
謂
嚴
明
。
盛
服
、
謂
正
其
衣
冠
。
是
脩
身

之
體
也
。」『
論
語
注
疏
』
子
罕
「
子
見
齊
衰
者
、
冕
衣
裳
者
與
瞽
者
。
見
之
、

雖
少
、必
作
。
過
之
、必
趨
。」
何
晏
注
「「
包
曰
「
冕
者
、冠
也
、大
夫
之
服
。
尊
。

瞽
、
盲
也
。」「
包
曰
、
作
、
起
也
。
趨
、
疾
行
也
。
此
夫
子
哀
有
喪
、
在
位
、

恤
不
成
人
。」」
邢
昺
疏
「
此
章
言
孔
子
哀
有
喪
、
尊
在
位
、
恤
不
成
人
也
。「
子

見
齊
衰
者
、
冕
衣
裳
者
與
瞽
」
者
、
齊
衰
、
周
親
之
喪
服
也
。
言
齊
衰
、
則
斬

衰
從
可
知
也
。
冕
、
冠
也
、
大
夫
之
服
也
。
瞽
、
盲
也
。「
見
之
、
雖
少
、
必
作
。

過
之
、
必
趨
」
者
、
作
、
起
也
。
趨
、
疾
行
也
。
言
夫
子
見
此
三
種
之
人
、
雖
少
、

坐
則
必
起
、
行
則
必
趨
。」

（
4
）�『
論
語
』
季
氏
「
未
見
顏
色
而
言
謂
之
瞽
」
朱
子
注
「
瞽
、
無
目
、
不
能
察
言
觀

色
。」『
論
語
注
疏
』
子
罕
「
子
見
齊
衰
者
、冕
衣
裳
者
與
瞽
者
。」
何
晏
注
「
尊
瞽
、

盲
也
。」
邢
昺
疏
「
瞽
、
盲
也
。」

（
5
）�『
朱
子
語
類
』
論
語
十
八
・
子
罕
篇
上
・
子
見
齊
衰
者
章
「
康
叔
臨
問
「
作
與
趨
者
、

敬
之
貌
也
、
何
為
施
之
於
齊
衰
與
瞽
者
。」
曰
「
作
與
趨
固
是
敬
、
然
敬
心
之
所

由
發
則
不
同
。
見
冕
衣
裳
者
、
敬
心
生
焉
、
而
因
用
其
敬
。
見
齊
衰
者
、
瞽
者
、

則
哀
矜
之
心
動
於
中
、
而
自
加
敬
也
。
呂
刑
所
謂
「
哀
敬
折
獄
」、
正
此
意
也
。」

ま
た
、「
叔
臨
問
「「
雖
少
必
作
、
過
之
必
趨
」、
欲
以
「
作
」
字
、「
趨
」
字
說

做
敬
、
不
知
如
何
。」
曰
「
固
是
敬
、
須
是
看
這
敬
心
所
從
發
處
。
如
見
齊
衰
、



岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
六
十
一
号
（
二
〇
二
六
・
三
）

（20）

是
敬
心
生
於
哀
。
見
瞽
者
、
是
敬
心
生
於
閔
。」
ま
た
、「
問
「
作
與
趨
、
如
何

見
得
聖
人
哀
矜
之
心
。」
曰
「
只
見
之
、
過
之
、
而
變
容
動
色
、
便
是
哀
矜
之
、

豈
真
涕
泣
而
後
謂
之
哀
矜
也
。」

（
6
）�『
史
記
』
孔
子
世
家
「
見
齊
衰
、
瞽
者
、
雖
童
子
必
變
。」

（
7
）�『
宋
史
』
列
傳
第
九
十
六
「
祖
禹
、
字
淳
甫
、
一
字
夢
得
。
其
生
也
、
母
夢
一
偉

丈
夫
被
金
甲
入
寢
室
、
曰
「
吾
漢
將
軍
鄧
禹
。」
既
寤
、
猶
見
之
、
遂
以
為
名
。」

『
論
語
精
義
』「
范
曰
、
哀
有
䘮
者
、
所
以
教
民
恤
窮
也
。
敬
有
爵
者
、
所
以
教

民
嚴
上
也
。
矜
不
成
人
者
、
所
以
教
民
慎
獨
也
。
凡
天
下
之
窮
、
民
衆
人
所
輕
、

聖
人
所
重
、
是
故
帝
堯
不
虐
無
告
、
不
廢
困
窮
、
文
王
發
政
施
仁
、
必
先
鰥
寡
孤
。

獨
夫
子
見
之
、
必
為
之
變
、
與
帝
堯
文
王
易
、
地
則
皆
然
也
。」『
孟
子
集
注
』

離
婁
章
句
下
「
禹
、
稷
、
顏
子
易
地
則
皆
然
。」
朱
子
注
「
聖
賢
之
心
無
所
偏
倚
、

隨
感
而
應
、
各
盡
其
道
。
故
使
禹
稷
居
顏
子
之
地
、
則
亦
能
樂
顏
子
之
樂
。
使

顏
子
居
禹
稷
之
任
、
亦
能
憂
禹
稷
之
憂
。」

（
8
）�『
孟
子
集
注
』
離
婁
章
句
下
「
孟
子
曰
、
大
人
者
、
言
不
必
信
、
行
不
必
果
、
惟

義
所
在
。」
朱
子
注
「
必
、
猶
期
也
。
大
人
言
行
、
不
先
期
於
信
果
、
但
義
之
所
在
、

則
必
從
之
、
卒
亦
未
嘗
不
信
果
也
。」

（
9
）�『
論
語
精
義
』「
尹
曰
、
哀
有
䘮
、
尊
有
爵
、
不
欺
其
不
見
、
皆
聖
人
之
誠
心
、

內
外
一
者
也
。」『
宋
史
』
列
傳
一
百
八
十
七
・
道
学
二
（
程
氏
門
人
）「
尹
焞
、

字
彥
明
、
一
字
德
充
、
世
為
洛
人
。」

（
10
）�『
論
語
集
注
』
學
而
「
敬
事
而
信
。」
朱
子
注
「
敬
者
、
主
一
無
適
之
謂
。
敬
事

而
信
者
、
敬
其
事
而
信
於
民
也
。」『
朱
子
語
類
』
學
六
・
持
守
「「
敬
」
之
一
字
、

真
聖
門
之
綱
領
、存
養
之
要
法
。
一
主
乎
此
、更
無
內
外
精
粗
之
間
。」
ま
た
、「
所

謂
主
一
、
自
然
不
費
安
排
、
而
身
心
肅
然
、
表
裏
如
一
矣
。」


